
掘立柱建物跡 (SB04)

掘立柱建物跡 (SB03)の北西にある2間の掘立柱建物跡である。柱穴は平坦面中央で、 3個並

ぶ。両側の柱穴の間隔は3m90cmで 、柱間は約 l m95cmに なる。 1間が 6尺 4寸である。柱穴

の大きさは20～ 29cm、 深さは13～ 20cmを 測る。なお、南側の柱穴列を確認することはできなかっ

た。この建物跡の西側には何もなく、長さ4m程で平坦面は終わる。

柱列の方向はS-20° 一Eで、建物は南向きに建ち、SB01と ほぼ同じ方向で並ぶ。
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表土 (耕作土)

淡茶掲色土層

淡茶褐色土層 (川砂が混 じる)

暗茶褐色土層 (一部砂が混 じる)

茶褐色土層

茶褐色土層 (暗掲色ブロックを含む)

灰褐色砂質土層 (暗褐色ブロックを含む)

暗掲色灰混 じり砂質土層

茶掲色泥混 じり砂層

淡黒掲色砂質土層 (角礫を多 く合む)

掲色土層 (炭化物を多 く含む)

暗褐色上層

暗黄掲色細砂層 (灰 白色火山灰を含む)

韓層 (l cm程度の小形の礫からなる)

蔭曇糧畳縮縁浩嘱1矮桁阜希ほよす
細かい砂D.垣

聖ロ

暗黄褐色細砂層

淡黒褐色砂質土層 (粗砂が混 じる)

暗黄褐色細砂層

費掲色砂層

礫層 (大型の礫からなる層。斐伊川河床跡 )

第113図 原田遺跡 1区東側石垣とトレンチ (TR4)断面実測図 (1/70)

-197-



出土品には鉄津や中世須恵器および青花など数片が少量あった。青花片は床面の少し上から出土

している。この青花は碗 (第 116図 16)で、渾州窯産の 16世紀末から 17世紀初めのものである。

SB02の 建築時期は、加工段およびその付近から出上した中世陶磁器の組成と青花の碗の時期か

ら中世末から近世初めと推定される。同じ加工段に隣接する SB01も 柱穴の方向が同じであり、同

時期と考えられる。

なお、建物付近には大小の上坑や柱穴が数個存在する。近世以降であるが、時期・性格は不明。

石垣状石積み (SX02)

調査区の西側 I-7区 。」-7区に山石による石積みが山裾に沿って長さ20m程認められ (写

真 8)、 さらに西側のK-7区 に伸びている。高さは lm程である。積まれたか、斜面から転落し

て

メ

掲色土層

暗褐色土層

黄掲色砂質土層

第114図
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帝
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原田遺跡 1区東側 SX01実測図 (1/60)

写真 8 江戸時代の石敷と斐伊川河床跡 3(手前の砂層、東から)
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たものが集石されたかは分からない。時期は堆積の中に、中世の陶磁器や鉄津が混じるので、中世

後半と推定される。性格は不明である。

遺物 中世の出土品としては陶磁器が多く、他に中世の須恵器・土師器がある。また、石製品と

金属製品が若干出土している。

陶磁器 。中世土器 (第 116、 117図 。図版63・ 64)

1区から発見されている陶磁器、中世土器は414片以上存在する。 (第 9表参照)こ れらは水田

の造成土や中世以降の堆積層から出土している。貿易陶磁器は130片で、中国陶磁器は129片、朝

鮮王朝陶磁器 1片である。貿易陶磁器が 3割強で、出雲部では特異な遺跡といえる。朝鮮王朝陶磁

器は灰青釉のかかる小碗がある。中国陶磁器は青磁64片、白磁10片、青花13片、天目 1片、褐釉27

片、その他のものとなる。中世前期のものには、白磁の水注か四耳壷の底部と同安窯の碗の破片が

各 1片ある。他は総て中世後期のものである。青磁では鏑蓮弁文をもつものがなく、線描の蓮弁文

や言文も少ない。龍泉窯の端反の碗が多い。白磁は僅かで、端反の皿が少しある。青花は碁笥底の

皿が少し出上している。中には、淳州窯の青花も混じる。奢修品には13、 14世紀と考えられる青白

磁梅瓶の破片 (カ ラー図版 2)が 4片ある。梅瓶が 3個は存在していたことが知られる。また、

聞香用の青磁香炉、褐釉の壺、翡翠釉の小皿 (第 116図 17)も ある。これらの年代についてである

が、大方のものは15世紀を中心とするものであり、一部、津州窯の青花や貿易陶磁器もあり、16世

紀末ごろのものも存在する (注 1)。

国産品では、土師器皿が163片 と多 く、57%に のぼる。総て、在地の糸切 り底をもつものであ

る。次に多いのが、備前焼で64片の150/Oである。甕と括鉢 (注 2)が大部分である。瀬戸・美濃焼

で、16片である。天目茶碗が目立つ。中世須恵器は僅か11片である。鉢と甕である。時期的にも、
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第115図 原田遺跡 1区東側掘立柱建物跡 (SB03、 SB04)実測図 (1/60)
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貿易陶磁器と同じ傾向で、大部分は15世紀を中心とするものであり、一部、16世紀末ごろのものも

存在する。なお、13世紀後半から14世紀初めの盗器系の甕と捏鉢の破片が各 1個ある。

近世の陶磁器は 117片以上がある。陶器 57片、磁器 59片、青磁 1片 となる。陶器は 17世紀前半

の唐津から19世紀の地元の焼物までである。磁器も古伊万里から19世紀の肥前系のものまで出土

している。共に、17世紀代のものが割に多い。磁器では、陶胎染付けや広東碗が少ない。青磁は

香炉の破片である。なお、近世の陶磁器が中世の陶磁器より少ないのは、近世に水田化され、生活

の場から離れたことが原因と推定される。

1区出土石器 (硯・砥石・鉢)金属製品 (小札・銭)(第 118図 、図版65)

1～ 4は石製品。 1は硯で I-7区から出土している。赤掲色の凝灰岩製で、赤間石である。縁

部の破片。 2、 3は小形の砥石。 2は貢岩製で、 5面が使用されている。 3は貢岩製である。 4は

石鉢で、底部の破片。角礫疑灰岩。 5、 6は金属製品。 5は小札で、対になる 10数個の孔をもつ。

6は未銭の祥符元賓である。初鋳年は 1009年。模鋳銭と考えられる。

注 1 堺市埋蔵文化財調査センター森村健一氏の教示による。

注 2 乗岡実「備前焼橋鉢の編年について」 F第 3回 中近世備前焼研究会資料』2000に よれば、中

世 3、 4期で、14世紀後半から15世紀にあたる。

第 7節 江戸時代の遺構と斐伊川に伴う遺構・遺物

江戸時代の遺構は 1区西南の低い水田下から検出された斐伊川の河道跡とそれに関わる石敷遺構

のみである。山裾の段丘上には明確に江戸時代を示す遺構はない。しかし、古墳の東側に柱穴列が

認められるので、ここで記載しておく。江戸時代には段丘上は水田化され、低い河道跡も19世紀

には水田となったと考えられる。

なお、近世の陶磁器が 117片出土している。

斐伊川に伴う遺構 。遺物 (第 119図、カラー図版 2)

調査区の南に位置する低い水田は標高 192mで ある。この水田の客土下は粗砂が数十 cmで堆積

している。これは、江戸時代に入つてからの鉄穴流しによる大量の砂が斐伊川を覆ったことによる。

この時期の斐伊川は中世以前とは異なり、砂川となっていた。なお、現在は石が堆積する川である。

石敷遺構 (第119図、写真 9)

段丘下の I-4区・H-4区 において、石敷を検出した。高さ40～ 50c m、 幅 1.2mで、長さ 20

m以上ある。南は 2、 3段に人頭大の川石を積み (写真 9)、 北側は一抱えもする大きい石を川に

直角に一個ずつ並べている。その間には拳大の河原石を敷く。これらの石の地盤は橙褐色砂質土層

である (第 107図のセクション図参照 )。 この石敷は」-5に は伸びていなかった。また、この遺

構の南側全体には河砂が進積していた。砂層の下で、この石敷きに沿って、幅 40cm程の浅い流路

も検出している。

遺物としては、陶磁器 (カ ラー図版 2)がある。 2は碗の底部で、低い高台をもつ。H-4区の

石敷内の河石の中から発見された。肥前系の磁器で、18世紀後半のものである。 1、 3～ 7は砂層

中からの出土品である。 1は広東碗の口縁部で、18世紀末から19世紀初めのもの。 3は波佐見焼の
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写真 9 1区西側の石垣状石積み (SX02、 北東から)

皿で、18世紀後半から19世紀初めのもの。 5は蓋もので、碗の回縁部。18世紀末から19世紀初めの

もの。 6は瓶の肩部内側で、19世紀初めのもの。 7は磁器で、小壷か。産地、時期不明。 (注 )

よって、この石敷は 18世紀後半から19世紀初めには使用されていたことが知られる。

徹
3

ーt電子
匡更も 少

o                 10cm

第118図 原田遺跡 1区出土石器 (硯・砥石・鉢)
実測図 (1/3)と 拓本 (1/1)

0             2cm

―
。金属製品 (小札・銭 )
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1区東側柱穴列 1、 2、 3(第120図、

写真10)

古墳の東側にある 3条の柱穴列で、E

-7区 とF-7区 にまたがって存在する。

西側のものからと、 2、 3と 呼ぶ。 3列

とも同じ東西方向に並ぶ。穴の大きさは

■.4cmか ら24cmと みな小さく、深さは

8cmか ら25cmで ある。出土品はない。

柱穴列 1は 3穴からなり、柱穴間は0,75

mと 1。 25mで ある。柱穴列 2は 4穴か

らなり、柱穴間は0。 81m、 0,9m、 0.7m

で、まちまちである。柱穴列 3も 4穴か

らなり、柱穴間は1.20m、 0.45m、 0。 7m

で、規則性がない。これらの柱穴列の性

格と時期は不明である。

注 肥前系磁器については、佐賀県有田

町歴史民俗資料館野上建紀氏と佐賀県

北波多村教育委員会陣内康光氏に実見

のうえ教示を得た。

第 8節 小結

原田遺跡について概要を記述してきた

が、最後に縄文時代の遺構、原田古墳、

斐伊川の河道、中世の陶磁器について

成果をまとめ、若干の考察を行ってみた

い。なお、縄文土器の時期、原田古墳の

位置付け、出土馬具と大刀については 6

～8章で詳しく述べている。

(1)縄文時代の遺構

縄文土器は後期後半から晩期末までの

ものがあるが、大部分は晩期前半の篠原

式上器にあたり、遺跡の性格を知る上で

時期が限られ貴重である (第 6章参照)。

遺跡は西側の段丘上に広がり、遺構は今

後増えてくるので、今段階の知見で記述

する。

掲色砂層

砂層

橙色砂層

灰白色砂層

粘土層

原田遺跡 1区斐伊川河床跡 (江戸時代)
と石敷実測図
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写真10 柱穴列 (左は柱穴列 1・ 2、 右は柱穴列 3)

遺構としては、住居跡がある。黒ボクと呼ばれる黒褐色上の中にあり、掘り込み等もこの層内で

あり、遺構検出は最下部で行うこととなった。また、段丘南側は黒褐色上が水田造成で削られ、壁

面は既にカツトされ、ピットしか残っていなかった。円形に巡る柱穴列を2カ所で確認している。

さらに、被熱で赤化した部分を山際で5カ所確認している。炭や焼石などは認められないが、炉跡

の可能性が強い。住居は検出できていなく、屋外炉の可能性がある (注 1)。

埋設土器は4地点で、 4個検出された。埋設用の上坑は、土器よリー回り大きいもので、 1基

には土器を支えるための小石が 2個入れてあった。山田康弘氏の分類 (注 2)に よると、埋設土器

の器形は I類の深鉢を利用し、埋設状態は、 3個はA類の正位埋設しており、 1個はB類の斜位埋

設である。埋設形態は a類の 1個体であり、底部は3個が 1類の完形で、 1個が 3類で久損してい

る。各埋設土器を整理すると、埋設土器 1は I Aal、 埋設土器 2は I Ba3、 埋設土器 3は I Aal、

埋設土器 4は I Aalである。時期は、残りの悪い 1基を除いて、 3個は篠原式の晩期である。子と列
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第120図 原田遺跡 1区東側柱穴列 1・ 2・ 3実測図 (1/60)
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文が入るものも 1個ある。土壌分析の結果、リンの値が高く出ているが、今後、斐伊川流域の埋設

土器の類例が増加する中で、考古学的に検討する必要がある。なお、島根県の埋設土器としては、

飯石郡三刀屋町の宮田遺跡 (注 3)で 2個、仁多郡仁多町暮地遺跡 (注 4)で 2個、仁多町前田遺

跡 (注 5)で 1個、大原郡木次町平田遣跡で 1個 (注 6)、 家の後遺跡で 5個 (注 7)力讚日られ、

総て、斐伊川の中・上流域に集中している。

(2)原田古墳

原田古墳は、墳丘の大部分が失われ、墳形や規模を明確にすることはできなかった。しかし、横

穴式石室の方向にあたる南北軸については、10m程 であることが知れた。埴輪はなく、葺石の存

在は分からない。羨道部入口の西側に2個の石が残っていた。外護列石になる可能性がある。但し、

石室の南側の石垣状の石列と西側にある板状の石を並べた石列が、古墳に伴うかどうかは明確にで

きなかった。

埋葬施設は南に開口する横穴式石室である。しかし、大部分が墳丘同様に破壊され、石材で元位

置を保っていたのは羨道部の 1個のみであった。玄室部分に残る抜き取り痕や副葬品の出土状況よ

り、石室の奥行は 6m50cmと 推定された。奥壁の幅は2m前後と考えられ、仁多郡の横穴式石室

としては大形の石室である。水田造成時に動かされた石材をみると、石室は一枚石を基調としたも

のではなく、割石や自然石を使用したものと推定される。

副葬品は豊富であり、既に記したように勾玉、切子玉、ガラス玉などの玉類、双龍環頭大刀、直

刀、鏡板、杏葉、雲珠などの金銅製馬具、耳環、刀子、鉄鏃、鎌、須恵器が出土している。翡翠製

の勾玉、双龍環頭大刀、金銅製馬具は仁多郡では初見であり、被葬者の性格を考えるうえでは好資

料になる (第 8章 )。 須恵器も多く、高杯などは5つの形態に分けられた。胎土分析によると焼か

れた窯も異なっているとの結果が出ている (第 9章 5節 )。 これらは各地域から持ち込まれた可能

性がある。

古墳築造の時期は、副葬品の須恵器より出雲 4期にあたり、 6世紀の末頃と推定される。

この時期には原田古墳の裏山 (比高差75m)には殿ケ迫横穴墓群がつくられている。 6穴からな

り、 2穴ずつを単位に掘られている。原田古墳築造時期の横穴は、最初に掘られた3号穴である。

次に、 4号穴が掘られている。 3号穴と4号穴との背後には、径 7m程の後背墳丘が存在し、 3号

穴には熟年女性が、4号穴には未成年男性が各 1体埋葬されていた。原田古墳より新しい出雲 5期

の須恵器をもつ横穴墓は2号穴と4号穴で、さらに、新しい出雲 6期をもつのは1-1号穴である

(注 8)。 原田古墳と同じ時期、または、その前に殿ケ迫横穴墓群は墓として使用され始め、原田

古墳の築造後も掘られ続けられている。同じ丘陵の尾根上と麓が墓域となっており、殿ケ迫横穴墓

群の被葬者と原田古墳の被葬者の間には何らかの関係があったかもしれない。しかし、横穴墓には

僅かな副葬品しかなく、遺物での比較は難しい。

(3)斐伊川の河道

斐伊川の河道については、縄文時代晩期 (河床跡 1)と 奈良時代 (河床跡 2)お よび江戸時代 (河

床跡3)がある。縄文時代晩期の河道については、一部分でしか確認できていなく、河道の深さや

形状については明確にはできなかった。この河道 (1可床跡 1)では、篠原式の深鉢や浅鉢が川原石

の間から出土している。なお、この1可道より古い時期の河道も存在する。それは三瓶山の大平山降

下火山灰の下に存在するので3600年以前である。この河床の時期は明確にできないが、川原石の

-206-



中には風化したものも混じり、かなり古い時期のものと考えられる。第 113図のTR4セ クション

図のように、標高 192～ 193mで、なだらかであり、河道は広かつたと推定される。原田遺跡と河

道の詳細は、第 9章第 1節で述べられている。

また、火山灰については、尾原ダム予定地内で検出されている遺跡としては木次町の家の後 I遺

跡、仁多町の林原遺跡、家ノ脇Ⅱ遺跡 (第 3章)がある。家の後 I遺跡の報告書 (注 9)で既に指

摘されているが、火山灰が鍵層となる。今後のこの地域での調査において、堆積状況や遺構の時期

の比較が可能となり、また、土器の編年を考える上で有効な手がかりとなろう。

奈良時代の河道 (1可床跡 2)は段丘面を削り、段丘崖をつくっている。段丘の上の生活面と川底

の比高について、 I-5区 の場合は標高 190～ 193mで 、高低差 3m程 しかない。段丘上の建物が

洪水にあまり遭わなかったとすると、第 9章第 1節で述べられているように、自然環境が現代とは

かなり異なっていた考とえられる。

江戸時代の河道 (河床跡 3)について、既に記したように、河床が上がり、砂に覆われた川で

あった。また、南の前田遺跡 4区がある山裾までが総て河床となっていたことが知られる。江戸時

代初めには、松江藩主の堀尾氏は1612年 (慶長17)に下流の洪水を理由に「鉄穴御停止」 (注 10)を

命 じており、中世末から近世にかけて鉄穴流しは盛んに行われていたことを示している。なお、京

極氏の代の1636年 (寛永13)には再開されている (注 11)。

石敷遣構 (I-4区 ・H-4区)の時期については、既に記したように、出土した陶磁器より18世

紀後半から19世紀初めに使用されたと推定している。この性格については遺構、遺物では明らかに

することはできない。しかし、石敷が斐伊川の川沿いに設けられていることや、 1区背後の山の尾

根筋には上布施集落と繋がる小道 (里道)が今も残つている (注 12、 この道を原田遺跡の中へ降り

るとすると1区の西側にあたる)こ となどから水運に関わりをもつもので、川沿いに設けられたも

のとも考えられる。なお、仁多町三成から大原郡木次町新市間の斐伊川が、水運に利用され始める

のが寛文年中 (1661～ 1673)と され、 1723年 (享保 8)に一時川舟が停止される。さらに、 1843年

(天保 4)に は中止となる (注 13)。 出上している陶磁器からすると、この川船の運行の後半にあ

たる。石敷は川砂に覆われており、その時期は水田化以前 (注14)であり、 18世紀末から19世紀

前半の頃のものであろう。

(4)中世の陶磁器

第 6節の中世の遺構 。遺物で記したように、中世の陶磁器、土器などが 414片出土している。斐

伊川中 。上流域では珍しく多い量である。また、中国製品の割合が多く、中には梅瓶などの奢修品

も混じつている。これらは山の斜面から入り込んだものであるが、この地域の中世を考える上で、

欠くことのできない資料といえる。

青磁では、端反の碗が中心である。白磁と青花はほぼ同比率で、青磁に比べて 2割 と少ない。奢

修品では梅瓶の他に香炉や盤、瑠璃釉小皿がある。梅瓶は出土例も少なく(注 15)、 遺跡の性格を

考える上で、貴重である。中世の古い時期の白磁の水注か四耳壷の破片も1片確認されている。な

お、中世前半の同安窯の碗が 1片あり、注目される。国産品としては、備前の指鉢や甕が多く、瀬

戸・美濃の天目、灰釉皿、鉢、盗器系の担鉢や甕が僅かにある。須恵器の甕や地元産の上師器の悟

鉢は少し存在し、多いのは土師器の糸切り底をもつ皿である。陶磁器の時期は14世紀後半から15世

紀代を中心とする頃と、16世紀末の 2時期が考えられる。
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表 8 斐伊川の水運と斐伊川 (河床 3)。 石敷遺構 (SX01)出土陶磁器の年代

1800

1843

(天保4)

(明治21)
1881

1900

以上のことより、当刻地域には館か、寺院かが存在したことが考えられる。また、遺物の中に鎧

の小札が確認され、原田遺跡 1区の山の斜面には「東垣内」、「竹ノ下」が、1区の西側は「竹ノ下」

の字名が知られる。中世後半の山城である水ノ手城跡 (注 16)も 近くにあり、付近に館などの武士

の居住空間が存在した蓋然性が高いことを指摘しておきたい。

表 9 原田遺跡 1区出上陶磁器 。土器一覧

13%

原田遺跡 1区出土陶磁器 。上器一覧 (国産品)

備前糟鉢

備前徳利

常滑系窮

備前系将鉢

美巌天目

美濃丸皿

瀬戸碗

‐須意器 (■山系)

須恵器鉢

須恵器甕

瓦質鏑

瓦賞窮

碗 (3片) 1 皿 (1片) 1 蓋物 (1片)1 瓶 (1片 ) 碗 (1片 )

川舟一時中止

川舟中止

―水田化―

遺跡名 所在市町村
青 磁 碗 音 磁 皿 抹

蓮 BO 蓮 BI 蓮 B2 蓮 B3 蓮 B4 雷 Cl 雷 C2 奮 C3 龍 D 詭 E 景 詭泉 I 不明その他 ffEⅣ 稜花A 稜花 B 景 不明その他

原口遺跡

(I区 )
仁多町 散布地

点敷 3

白 磁 碗 皿 膏 花 碗 青 花 皿
C 不明その他 C D 華 南 不明その他 B C D 華南 不明その他

青磁盤     2
香炉      2
蓋物      1
青磁碗 龍 I類  1
白磁皿     1

自確瓶     1
悔瓶      4

憲器甕

恵器 (亀山系)

瓦質鍋

瓦質整

瀬戸深鉢 (脚付)

上師器杯

土師質鉢
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注 l『岡山大学構内遺跡発掘調査報告―津島岡大遺跡 13-』 18岡山大学埋蔵文化財調査研究セン

ター2003に縄文後期の炉・焼土土坑などの考察がなされている。

2 1山 田康弘「中国地方の土器埋設遺構」F島根考古学会誌』18 2001

3『京田遺跡一調査概報―』三刀屋町教育委員会 1979
4 杉原清―「仁多・暮地遺跡」F島根県埋蔵文化財調査報告書』8 島根県教育委員会 1981
5「前田遺跡」『島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年報』11 島根県教育委員会 2003

6 F平田遺跡』木次町教育委員会 1997

7「家の後Ⅱ遺跡 (1区 )」 。「家の後Ⅱ遺跡 (2区 )」 F島根県教育庁埋蔵文化財調査センター年

報』H 島根県教育委員会 2003
8 F尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書―殿ケ迫横穴墓群 。西尾社遺跡他―』仁

多町教育委員会 2001

9 F尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一家の後 I遺跡・垣ノ内遺跡』2 島根県
教育委員会 2003

10 高橋一郎「奥出雲斐伊川水系に於ける近世企業たたらのたたら吹き操業と砂鉄採取の盛衰に

ついて一それに伴う流出土砂量の推定一」F山陰地域研究 (伝統文化)』 5 島根大学山陰地域
研究総合センター 1989

11 注10に同じ。

12 注8に 同じ。

13 注 11に同じ。

14 1988年 (明治 21)の「仁多郡佐白村切図」(仁多町役場保管)では、地目は水田となっている。

15 この時期のものは、出雲部では報告例はなく、石見部の森下遺跡 (美濃郡美都町)と 山根ノ

下遺跡 (鹿足郡匹見町)がある。前者は館か寺跡、後者は館跡である。鳥取県では尾高城跡 (米

子市尾高)から出上している。

F日本貿易陶磁研究集会中国大会資料集―中世後期における貿易陶磁器の様相―』 日本貿易陶

磁研究集会 2002

『匹見町埋蔵文化財調査報告書―山根ノ下遺跡―』匹見町教育委員会 2001

『尾高城址』米子市教育委員会 1978

16 F皇国地誌』(明治初年作成)に よると、天文年間 (1523～ 1522)に森脇山城守家貞が城主と

いう。また、1717年 (享保29)の 『雲陽誌』には城主は「布施殿」と書かれている。
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表10 原田遺跡 1区出土土器観察表
団
ｇ
ｆ

挿

番

助
旨
τ

遺

番

真

版

写

図
土
置
出
位 種類 器種 唯

くｃｍ，
器高
(cm)
底径
(cm)

色   調 内面の調整 外面の調整 形態 文様の特徴 備 考

1 票 1〔 I-6
埋設土器
遺構

縄文 深鉢 284 全面 :橙褐色
ハケ ロ状 の調

整、ナデ

2枚 貝条痕、
ナデ、ケズリ

口縁端部に中央を凹ませ
た突起を4カ 所持つ。

2 原 1〔
埋設土器
遺構

縄文 深鉢 376 全面 :茶掲色 ナデ、条痕文 2枚貝条痕
国縁端部に小さなV字状
の刻み目を持つ。

煤付着

1 原 19 H-7
埋設土器
遺構

縄文 深鉢 全面 :茶褐色 ミガキ ナ デ

2 票 1〔
埋設土器
遺構

縄文 深鉢 全面 :茶掲色 ナ デ
2枚貝条痕、ケ
ズリ

日縁端部内面に棒状の工具を
使い、円形の刺突文を施す。

1 原 2( J-6 土器溜 り 縄文 深鉢 全面 :橙色 ケズリ、ナデ ケズリ、ナデ

2 京 2( 土器溜 り 縄文 深鉢 352 全面 :に ぶい橙色 ケズリ、ナデ ケズリ、すデ
日縁端部に突起があると思わ
れるが、その部分が欠損してい
る。日縁緩波状となっている。

煤付着

3 京 2( J6 Pit191 縄 文 深 鉢
色

色

褐

掲

黒

灰

外

内 ナ デ
条痕文、ナデ、
ケズリ 煤付着

1 京 2( 土器溜り 率亀文 深鉢 298
外

内
にぶい橙色
黒褐色

条痕文、ナデ 条痕文、ナデ

2 原 21 H-6 土器溜り 糸電文 深鉢 色
色
橙
褐
黄
黒
浅

外
内 条痕文、ナデ 条痕文

胴部に円形突起を持ち、縦
方向に1条の沈線を引く。

3 原 2( Pit186内 縄文 深鉢 382
外

内
赤褐色
黒灰褐色

ナ デ
巻貝条痕か、ナ
デ

回縁端部に突起をもつ。突
起は4単位(4個で1単位)。
1単位中の各突起は 1個ず
つ貼り付けされている。

輪積み痕良
く残る

4 頁 21 H-6 土器溜 り 縄文 底部 全面 :橙色 ナ デ ケズリ 凹み底。深鉢か。

5 原 21 H-6 土器溜 り 率電文 深鉢
廣部

外

内
淡責色
灰色

ナデ ケズリ、ナデ 尖底気味の九底。

1 原 21 土器溜り 縄文 浅鉢
色

色

褐

黒

外

内
ミガキ ミガキ 口縁端部が平坦面 になる。 黒漆塗彩

2 原 21 土器溜 り 糸電文 浅鉢
色

色

黄

橙

淡

責

外

内 ミガキ ミガキ

3 原 21 土器溜り 率電文 浅鉢
外

内
にぶい褐～黒色
にぶい褐色

ミガキ ミガキ
口縁は外傾するが明瞭に
屈曲する。

4 票 21 H-6 土器溜り 率電文 浅鉢
外

内
浅責橙色
黒褐色

ミガキ ミガキ

5 京 21 Pit186内 縄文 浅鉢 398 全面 橙色 ナ デ
粗いヘラミガ
キ、ケズリ

口縁内面に段をもち、ロ
縁外面やや下方が僅かに
屈曲する。

l 京 2を H-6 赳含層 縄文 深鉢
全面 :に ぶい責橙
色

ミガキ ミガキ
線

に

沈

間
の

の

条

そ

に
き

腕
個
を施す
。

縁
平
文

口
を
縄

注

可
の

の
り

式

器
あ

丈

土
性

沖

口
能

60 2 京 2′ H-6 包含層 み電文 深鉢
色
色
褐
褐
灰
黒
外
内

ミガキ ナ デ
口縁部に劣裁竹管文を1条入
れる。斜格子状の沈線文か。

3 票 2を 包含層 4電文 深鉢 344
外

内
黒褐色
暗灰色

粗いナデ、ケ
ズリ 粗いナデ 煤付着

4 票 2′ 包含層 縄文 深鉢
全面 :にぶい責橙
色

ナデ、ケズリ ナデ、条痕文
滋賀里Ⅱa試
の特徴を持つ

60 5 原 2′ I-6 包含層 糸亀文 深鉢 全面 :灰黄褐色 丁寧なナデ
社いナデ、条
痕文 煤付着

6 原 2′ H-6 包含層 率電文 深鉢
黒～にぶい橙色
にぶい橙色

ナ デ ナ デ

波状口縁。端部に山形の
突起力こヽ き、刻み】大に2カ
所切り込みが入る。

煤付着

60 7 原 2Z
即
イ
Ｈ・６
包含層 率亀文 深鉢

外

内
赤褐色
にぶい黄橙色

ナデ、条痕文 ナデ、条痕文
口縁部下方、凹線気味に
凹む。

煤付着、黒
斑あり

8 京 2′ J-6 包含層 縄文 深鉢
小

勺
黒褐色
にぶい褐色

ナデ、条痕文 条痕文

60 9 原 2を 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
黒色
オリーブ黒色

丁寧なミガキ 丁寧なミガキ
口縁端部にコブ状の突起
が付く。

60 原 2, I-6 包含層 縄文 深鉢 232 明黄掲～黒褐色
黒褐色

ミガキ、ナデ
ミガキ、条娠
文 煤付着

l 京 2〔 I-6 包含層 縄文 深鉢 368
朴

勺
にぶい責橙色
黒色

ナデ、条痕文 ナデ、条痕文

2 原 2〔 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
橙色
浅黄橙色

ナ デ 粗いナデ 波状国縁。

3 票 2〔 テー6 包含層 縄文 深鉢
色

色

褐

褐

黄

黒

朴

勺 粗いナデ
粗いナデ、条
痕文

日縁端部に刻み目を施す。日
縁部に山4個の突起を持つ。

4 原 2, J-6 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
橙色
明赤褐色

ケズリ、ナデ 条痕文
口縁端部に角状の突起を
持つ。突起部に楕円形の
凹点あり。

5 票 2〔 I-6 包含層 縄文 深鉢 298
外

内
明責褐色

黒色
ナ デ 条痕文 黒斑あ り

l 京 2〔 H-6 包含層 縄文 深 鉢 239 全面 :黒褐色 ナ デ 条痕文、ナデ

2 原 2〔 H-6 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
浅責橙色
灰褐色

ナ デ 条痕文、ナデ 黒斑あり

62 3 夏 2〔 包含層 縄文 深鉢
外

内
橙色
責橙色

ナ デ
ナデ、ケズリ
か

4 票 2〔 チー6 包含層 縄文 深鉢
'卜

:にぶい責褐色
勺 :にぶい褐色

条痕文 条痕文、ナデ
口縁端部に小さいo字状
の刻み目を施す。

煤付着
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5 票 2〔 包含層 縄文 深鉢
外 :橙色
内 :黒色

条痕文、ナデ
条痕文、ナデ、
ケズリ 煤付着

6 包含層 縄文 深鉢 全面 :責橙色 ナデ ナデ

7 爪 2〔 包含層 縄文 深鉢 全面 :浅責橙色 ミガキ
ケズリ、ナデ、
ミガキ

8 票 2〔 H-6 包含層 縄文 深鉢 277
外

内
黒褐色
灰掲色

ナデ 宏ズ リ 煤付着

1 京 24 包合層 縄 文 深鉢
外

内
灰褐色
にぶい橙色

ナデ 条痕文、ナデ

日縁端部に突起を持ち、突
起周辺と頂部に円形刺突を
施す。日縁部と胴部に円形
浮文が付き、その上に大き
な凹点文を施す。突帝間に
は4本の沈線を引く。

2 原 24 己含層 縄文 深鉢 色

色

褐

橙

明

外

内 ナデ 条痕文

原 24 包含層 縄文 深鉢 全面 :暗褐色 条痕文、ナデ ナ デ
ヨ縁端部に小さいO字】犬
つ刻み目を施す。

4 原 2ィ 立含層 縄 文 深鉢
外

内
明赤掲色
黒色

ナ デ 条痕文、ナデ 煤付着

5 原 2ィ 包合層 縄文 深鉢 全面 :黒褐色 ナ デ 条痕文、ナデ

6 原 2` H― ( 包含層 縄文 深鉢
外

内
橙色
にぶい黄橙色

ナ デ ナ デ
波状口縁。口縁下方に孔
を1個施す。

7 原 2コ 包含層 縄文 深鉢
外 :明責褐色
内 :黒色

ナ デ 条痕文

1 原 2コ 包含層 縄文 深鉢
外

内
にぶい責橙色
掲灰色

ナ デ 二枚貝条痕文

64 原 2J Hて 包含層 縄文 深鉢
外 :黒褐色
内 :にぶい黄橙色

ナデ 粗いナデ

64 3 原 2J 包含層 縄文 深鉢 全面 :灰褐色
ミガキ、ケズ
リ 条痕文

国縁部に突起が付き、竹
管文が 6個認められる。

64 原 2J 包含層 縄文 深鉢
外

内
にぶい責褐色
浅責橙色

ナ デ ナ デ 口縁端部に刻み目を施す。

5 原 別 H( 包含層 縄文 深鉢
外 :橙色
内 :橙～灰責色

ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ

日縁部に1条の国線を引き、
端部に刻み目を施す。縦横方
向に凹線で区画する。日縁言ヽ
に刺突文を持つ突起がある。

瞑 2追 包含層 縄文 深鉢
色橙
色
黄
褐
浅
黒
外
内 ナ デ 二枚貝条痕 煤付着

7 包含層 縄文 深鉢
外

内
にぶい黄橙色
仄白色

ナデ 条痕文

H Q含層 縄 文 深鉢
外

内
灰自～責橙色
橙色

ナ デ 条痕文 黒斑あり

〕 包含層 縄文 深鉢 全向 :にぶい琶橙色 ナ デ ナ デ

2 包含層 縄 文 深鉢 全面 :に ぶい黄橙色 ナデ ケズリ 煤付着

包含層 縄 文 深鉢
外
内
暗褐色
にぶい黄橙色

ナ デ 粗いナデ

4 票 2[ 包含層 縄文 深鉢
外
内
暗褐色
にぶい責橙色

ミガキ
リ

キ

ズ

ガ

ケ

ミ

一言
「

5 夏 2[ 包含層 縄文 深鉢
外

内
灰褐色
にぶい黄橙色

ナデ ケズリ

6 黒 2t 包含層 縄 文 深鉢

本

勺
黒褐色
にぶい黄橙色

ナ デ 粗いナデ

l 鼠 2て 包含層 率電文 深鉢
本

勺

色

色

掲

褐

責

灰 ナ デ ナ デ 口縁部に孔列文を施す。

2 黒 2て 包含層 縄文 深鉢
71:灰黄褐色
勺:黒色

ナデ 条痕文
波状口縁。国縁端部に子と
列文を施す。

3 票 2( 且含層 縄文 深鉢
71:浅黄橙色
勺:灰褐色

条痕文後ナデ ナ デ 口縁部に孔列文を施す。

4 票 2て F-6 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
黒掲色
にぶい黄褐色

ナ デ ナ デ 口縁部に孔列文を施す。

5 票 2て 包合層 縄文 深鉢 全面 :にぶい黄掲色 ナデ ケズリ 口縁端部 に刻み目を施す。

66 6 票 2( チー6 包含層 縄 文 深鉢 全面 :掲色 ナ デ ナ デ 口縁部に孔列文を施す。

7 票 2( 包合層 縄 文 深鉢
本

勺
掲灰色
にぶい責橙色

ナデ ナ デ

口縁端部に孔列文を施す。
日縁部に維方向へ 3条 の
平行凹線を描く。

8 票 2( H-6 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
黒褐色
にぶい黄橙色

ナデ ナデ 口縁に孔列文施す。

9 京 2( 包含層 縄 文 深鉢
色褐
色
赤

褐

明

黒

朴

勺 条痕文 条痕文 口縁部に孔列文を施す。

烹 2( 包含層 縄文 深鉢
朴

勺
黄褐色
褐色

ナ デ ナ デ 口縁端部に刻み目を施す。

11 票 2そ J-6 包含層 縄 文 深鉢 全面 :に ぶい責褐色 ナ デ ナデ 日縁端部に1条の竹管文を施す。

票 2( J-6 包含層 縄文 深鉢 奎面 :灰掲色 ケズリ ケズリ 波状口縁

京 2( 包含層 率電文 深鉢 全面 :灰褐色 ナ デ ナ デ 口縁端部に刻み目を施す。

原 2(
即
‐
Ｈ・６
包含層 縄文 深鉢

全面 :にぶい黄橙
色

ナ デ ナ デ
口縁端部に円形の孔が並
ヴ式。

票 2( 包含層 縄文 深鉢
色褐
色
灰
褐
外
内 ナ デ ナデ 口縁部に刻み目を施す。

票 2( 包含層 縄文 深鉢 全面 :に ぶい責橙色 ナ デ ケズ リ後ナデ 波状口縁



17 原 2そ 包含層 縄 文 深鉢 全面 :灰黄褐色 ナ デ ミガキ
口縁部下に 1条の凹線を
施す。波状口縁。国縁端
部に刻み目を施す。

原 2( 己含層 縄 文 深鉢 全面 :褐灰色 ナデ 条痕文 日縁端部に刻み目を入れる。

原 2( 包含層 縄文 深鉢 全面 :灰黄褐色 ナ デ ナ デ

票 2そ H-6 包含層 縄文 深鉢 全面 :灰責褐色 阻いナデ ナデ、条痕
口縁端部に刻み目を施す。
1条の凹線あり。

原 2そ H-6 己含層 縄文 深鉢 全面 :浅責橙色 ハケロ状のナデ ナデ 口縁端部 に刻み 目を施す

原 2( 包含層 縄文 深鉢
外

内
にぶい責褐色
黒色

ナデ
条痕文、人字状の刺突文。
口縁端部に刻み目紋あり。

夏 2( 包含層 縄支 深鉢 釜向 :灰琶褐 色 ナ デ ケズリ後ナデ 波状日縁、円形の突起あり

原 2( 6 立含層 縄文 深鉢 全面 |に ぶい黄褐色 ケズリ ケズリか 夜】大国縁

原 2( ●L含層 縄文 深鉢
全面 :にぶい黄掲
色

ナ デ ケズリ 波状口縁。口縁部に円形
の突起が付く。

原 2( 包含層 縄文 深鉢
外

内
にぶい掲色
黒色

ナ デ 粗いナデ 口縁端部に突起が付く。

原 2( 包含層 縄文 深鉢 全面 :褐灰色 ナ デ ケズリ
体部に2枚貝条痕。
端部に山形の突起、
部に九型の突起あり

縁

縁
口

口

原 2( 包含層 縄文 深鉢
外

内
掲灰色
にぶい責橙色

ナ デ ナデ
波状口縁。口縁部に円形
の突起が付く。

煤付着

原 2( H-6 包含層 縄文 深鉢
色

色

橙

黒

外

内 ナ デ ナ デ 口縁端部に突起が付く

原 2( H―て立含層 縄 文 深鉢 全面 :責橙色 ナ デ 粗いナデ 口縁端部 に刻み 目を流す

原 2( 包含層 縄文 深
/1h 全面 :にぶい責橙

色
ナ デ 2枚貝条痕

に
突

表

の

裏

形
ヽ
円

起

ｏ

突

す
に
施
欄
難
り
。

縁
突
あ

日
刺
起

1 原 24 H-6 邑含層 縄文 深鉢 空面 橙色 ミガキ ケズリ後 ミガキ 口縁部に突起あり

2 原 24 包含層 縄 文 深鉢
外 :褐色
内 :黒褐色

ナデ ナ デ
口縁部にコブ状の突起が
付く。

浅鉢の可能
‖生あり

8 原 24 包合層 縄文 深鉢
外

内
灰褐色
にぶい黄橙色

ナデ ナデ
口縁端部に円形の突起が
付く

4 原 27
」-6

イ
Hて
包含層 縄文 浅鉢

外

内
黒褐色
黒色

ナデ ナデ
口縁部に突起あり。口縁
端言卜に刻み目文

煤付着

5 原 27 H一 ( 包含層 縄文 深鉢
全面 :にぶい責橙
色

ナデ ナ デ
口縁端部に刻み目を施す。
突起が付く。

原 27
」-6

イ
H-6
包合層 縄文 深鉢 全面 :黒褐色 ナデ ナデ 口縁端部に突起。

7 原 27 包含層 縄文 深鉢
外

内
浅責橙色
オリーブ黒色

ナ デ ナデ
口縁端部に刻み目を施す。
多こえ二がヽ く。

1 原 27 包含層 縄文 深鉢
外 :にぶい黄橙色
内 :にぶい褐色

ミガキ ナデか
口縁部に帯状の凸帯が縦
に付く。

黒斑あ り

68 原 21 包合層 縄文 深鉢 全面 :灰褐色 ナデ ミガキ 口縁部には縦方向に細い
沈線が多く引かれている。

3 原
"

包含層 縄 文 深鉢
外

内
灰責褐色
にぶい責橙色

ナ デ ナ デ
口縁部に刻み目を施 し、
刻み目を持つ突帯がイ寸く。

4 原 27 H( 邑含層 縄文 深鉢 全面 :灰黄褐色 ケズリ、ナデ ケスリ

68 原 27 包含層 縄文 深鉢 全面 :にぶい黄褐色 ケズリ ケズリ 口縁部に粘上のはみ出し
が認められる。

6 原 27 H― ( 包含層 縄文 深鉢
外

内
浅責橙色
黒色

ミガキ ナ デ 口縁端部に平坦面あり。 黒斑あり

7 原 27 包含層 縄文 深鉢
全面 :にぶい責橙
色

ナデ、ケズリ
ナデ、ケズリ
ニ枚貝条痕

体部に円形突起を持つ。

68 原 2' H一 ( 包含層 縄文 深鉢 全面 1にぶい橙色 ナ デ 粗いナデ
口縁端部内側に肥厚。国
縁部に瘤状の突帯が付く。

原 2〒

即

イ

Ｈ・６
包含層 縄文 深鉢 全面 :橙色 ナデ ケズリ 円形突起が付き、表面に

5個の円形刺突がある。

原 27
即
イ
Ｈ・６
包含層 縄文 深鉢

全面 :にぶい責獲
色

ナ デ ケズリ 突起が付く

68 11 原 21
即
‐
Ｈ・６
包含層 縄文 深鉢

全面 :に ぶい黄橙
色

ナデ 突起が付 く

68 原 2▼ H― ( 包含層 縄文 深鉢 全面 :灰黄色 ナ デ ナ デ
円形の突起が付き、表面
に孔が 18個ある。

68 原 27
匹

・
Ｈ・６
包含層 縄文 深鉢

外 :橙色
内 :青黒色

ナデ ナデ 瘤状の突起が付く

68 14 原 27 包含層 縄攻 深鉢 全面 :黄褐色 ケズリ、ナデ ナ デ ¬形の刺突文 を施す。

68 原 2[ 包含層 縄文 深鉢 全面 :黒褐色 ナ デ ナデ
円形の竹管文を 1列 に施
す。

瞑 2返 包含層 縄文 深鉢 全面 :にぶい黄掲絶 ナ デ ナデ、条痕文 段に1条の刺突文が入る。

17 原 2E
匹
イ
Ｈ・６
包含層 縄文 深鉢

外

内
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

条痕文、ナデ 条痕文 1条の竹管文を施す。

原 慶 包含層 縄文 深鉢
外

内
橙～にぶい褐色
灰黄褐色

ナデ ナ デ
屈曲部に小さい刺突が 1
条ある。

-212-



原 28 包含層 縄 文 深鉢 全面 :灰黄色 ナ デ 粗いナデ
押引き状の刺突文が 1条
ある。

20 原 2〔 包含層 縄文 深鉢 全面 :に ぶい黄橙色 ナ デ ナデ 沈線でX状の文様を施す。

原 28 包合層 縄文 深鉢
外
内
にぶい黄橙色
にぶい橙色

ナ デ ケズリ
日縁端部はV字状となる。列
面にヘラで沈線を多く引く。

原 28 【-6 包含層 縄 文 鉢
齢

全面 :灰責褐色 ナ デ 条痕文 173と 同一個体か。 黒漆塗 り

原 28 包含層 縄文 鉢
艤

全面 :灰黄褐色 ナデ 条痕文 174と 同一個体か。 黒漆塗り

24 原 28 包含層 縄文 深鉢
外
内
栓～灰褐色
灰責褐色

ナデ 条痕文

原 28 包含層 縄 文 深鉢
外 :にぶい黄橙色
内 :橙色

ナ デ ケズリ 上面に黒褐色顔料塗彩

原 28 包合層 縄文 深鉢 全面 !にぶい黄橙色 ミガキ ミガキ

原 28 」-6 包含層 縄文 深鉢 色
色
褐
橙
灰
外
内 ナデ ケズリ

ユ 原 29 包含層 縄 文 深鉢
全面 :

色
にぶい黄橙

ナ デ 二枚貝条痕文
口縁部に凸帯文を施す。
口縁端部に刻み目を施す。

2 原 2C 」-6 包含層 縄 文 深鉢
全面 :にぶい黄福
色 条痕文 ナ デ

日縁部に突帯が付き、日縁
端部と突帯に刻み目を施す。

3 原 2C J-6 包含層 縄文 深鉢
全面

色
黒褐～赤褐

ナデ ナデ
日縁部に突起が付き、日縁
端部と突起に刻み目を施す。

4 原 2C 包合層 縄文 深鉢
外

内
灰責褐～黒色
灰責色 条痕

日縁下部に凸帯力X寸 き、日縁
瑞部と凸荷に刻み目を施す。

黒漆塗り

5 原 蓼 I-6 包合層 縄文 深鉢
外 :灰責褐色
内 !にぶい責橙色

ナ デ ナ デ
口縁部に刻み目を施 し、
刻み目を持つ突帯が付く。

6 原 蓼
即
イ
岡
包含層 縄文

深鉢
外 :にぶい橙褐～
淡灰掲色
内 :淡黒掲色

ナデ、ケズリ ナ デ

7 原 蓼
挿
イ
隅
包含層 健文

鉢
帥
深
塩 色

色
褐
橙
灰
外
内 ナデ

条痕文、ケズ
リ

8 原 蓼 包含層 縄文
鉢
削
深
底

外 :淡黄色
内 :責灰色

ナデ、ミガキ 条痕文、ナデ 突底

1 原 蓼 包合層 縄文 浅鉢
全面 :にぶい責橙
色

ミガキ ナデ
口縁部に4条以上の平行
沈線文を施す。

2 原 蓼 包含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい黄橙色
黒色

粗い ミガキ ナデ、ミガキ

3 原 蓼
脚
ｔ
Ｈ・６
包含層 縄文 浅鉢 全面 :にぶい褐色 ミガキ ミガキ 口縁部内側が肥厚する。 課斑あ り

4 原 蓼 H-7 包含層 縄文 浅鉢 全面 :橙色 ミガキ ミガキ
口

下

に

5 原 蓼
肺
イ
Ｈ・６
包含層 縄文 浅鉢

外 :灰褐色
内 :黒掲色

ミガキ ミガキ 日縁部に 1条の沈線を施
し、内側に浅い段を持つ。

6 原 蓼 H-6 包含層 縄文 浅鉢 全面 :明赤掲色 ナ デ ケズリ、ナデ
口縁部の屈曲は比較的明
瞭。調整は雑。

7 原 蓼 立含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい黄栓色
黒色

ミガキ ミガキ 口縁部はくの字に屈曲し、
内側に段を持つ。

8 原 2( 包含層 縄文 浅鉢
本:灰褐色
洵:緑黒色

丁寧なミガキ 丁寧 な ミガキ
口縁を屈曲気味につまみ
上
`デ

る。
表面に黒漆
塗彩

9 原 2( 」-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
灰黄褐色
黒色

丁寧なミガキ 丁寧 な ミガキ
口縁部を僅かにつまみ上
げる。

頁 2( H-6 包含層 縄文 浅鉢
外 :にぶい黄褐色
内 :黒色

丁寧なミガキ 丁寧 な ミガキ
ち、韓］］”

脚朝唾

口
緩
か

票 2( H-6 包含層 縄文 浅鉢
外 :黒掲色
内 :黒色

ミガキ ミガキ
口縁端部内側に肥厚する。
外側下方に稜を持つ。

原 2( H-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい黄橙色
黒色

ナ デ ナ デ
口縁部が緩く内側に屈曲
する。

原 2( I-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
明赤褐色
にぶい責橙色

ミガキ ミガキ 口縁端部内側に刺突文を
施し、外側には稜を持つ。

票 2( 包含層 縄文 浅鉢 全面 :黒掲色 丁寧なミガキ 丁寧な ミガキ
口縁端部内側に肥厚 し、
短く上方に伸びる。

京 2(
戸
イ
Ｈ・６
包含層 縄文 浅鉢 全面 :灰色 ミガキ ミガキ 口縁部が内側に僅かに傾

く。 黒斑あり

原 2(
即
イ
Ｈ・６
包含層 縄文 浅鉢 全面 :にぶい橙色 ミガキ 粗いミガキ

口縁部に1条の沈線を施
す。

70 原 2〔 包含層 縄文 浅鉢 302
朴

有
にぶい黄栓色
橙色

ミガキ ミガキ
口縁端部は僅かに屈曲さ
せて上方に伸びる。頸吉[
には鋭い稜線が入る。

1 原 3( H-6 包含層 縄文 浅鉢 全面 :灰黄褐色 ミガキ ミガキ 口縁端部内側が段状に肥
厚する。

2 票 3( 包含層 縄文 浅鉢 288
小

殉
明茶褐色
黒褐色

ミガキ ミガキ
口縁端部は段をもって肥
厚する。

3 原 3( 包含層 縄文 浅鉢
小

勺
灰黄褐色
黒色

丁寧なミガキ 丁寧なミガキ
口縁端部内側が扶りによ
り段状とする。
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71 4 原 釈 G-7 包含層 縄文 浅鉢
外 :黒色
内 :黒褐色

ミガキ ミガキ 口縁端部は肥厚し、下方
に1条の突荷が付く。

5 原 欲 」…6 包含層 縄文 i完鉢 全面 :灰掲色 丁寧なミガキ 丁寧 な ミガキ
口縁内側に段状に狭 りを
施す。

71 6 原 31 包含層 縄文 浅鉢 360 全面 :に ぶい褐色 ミガキ ミガキ 口縁端部に 1条の沈線を
もち、内面は段状に狭る。

71 7 原 Ⅸ G-6 包含層 縄文 深鉢
外
内
明責褐色
灰白色

ミガキ ナデ、ミガキ
口縁部に沈線が段状に快
る。

71 8 原 3( 包含層 俺文 浅鉢 全面 :黒褐色 丁寧な ミガキ 丁寧 な ミガキ 日縁端都内側が段状となる。

71 9 原 Ⅸ 包含層 縄文 浅鉢
色掲

色

責

褐

灰

黒

外

内
ナデ、粗いミ
ガキ ナデ

口縁部内側に肥厚し、段
を持つ。

原 30 」-6 包含層 縄文 浅鉢 色

色

褐

褐

黄

黒

灰

外

内 ミガキ ミガキ 口縁端部肥厚する。

71 ll 原 30 [-6 包含層 縄文 浅鉢 全面 :橙色 ミガキ ミガキ
口縁内部に浅い沈線気味
の段を施す。

7ユ 12 原 30 包含層 縄文 浅鉢
外
内
にぶい責褐色
黒色

丁寧 な ミガキ 丁寧な ミガキ
口縁部に2山 の突起をも
ち、日縁端部内面は段状
に削り出す。

13 原 3( 包含層 縄文 浅鉢
外
内
にぶい責褐
黒色

丁寧な ミガキ 丁寧 な ミガキ
口縁部に突起を持ち、広
側が肥厚する。

56と 同一個
体か

票 3( 包含層 縄文 浅鉢 全面 :明赤掲色 ミガキ ミガキ
口縁内側に 1条の沈線文
施し、端部に三角形の突
起が付く。

烹 3( H-7 包含層 縄文 浅鉢 全面 :責灰色 ミガキ ナ デ
口縁端部に突起があり、
下方には明瞭な段がある。

票 3( 包合層 縄 文 浅鉢
全面 :にぶい責橙
色

ミガキ ミガキ 口縁部に突起が付き、内
側に沈線が 1条入る。

17 包含層 縄文 1完鉢
外

内
黒褐色

黒色
丁寧なミガキ 丁寧なミガキ

口縁端部内側が段状に肥
厚する。

黒斑あり

1 票 3( H-6 包含層 縄文 鉢 全面 :浅責橙色 ミガキ ナ デ

園縁部に 1条 の沈線を施
す。波状国縁。 1個 の小
子しあり。

2 頁 31 ユ含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい責橙色
黒色

やや粗いミガ
キ 粗い ミガキ

3 原 3 包合層 率亀文 浅鉢
色褐
色
責

灰

灰
掲

外
内 ミガキ ミガキ

4 票 3( 包含層 率巳文 浅鉢
外

内
にぶい責橙色
褐灰色

ケズリ、ミガ
キ

ナ デ

5 原 3( 包含層 縄 文 浅鉢
外

内
にぶい橙色
暗灰色

ミガキ ケズリ、 ミガ
キ

6 原 3( 包含層 縄文 1完鉢
外

内
にぶい褐色
にぶい橙色

ミガキ ミガキ

7 原 3( 包含層 縄 文 浅鉢
全面 :灰黄～黒権
色

丁寧なミガキ 丁写な ミガキ 黒斑あ り

8 原 3( 包合層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい責橙色
灰責褐色

ミガキ
ミガキ、条痕
文

暁成前に穿孔 2個。貫通
していない。

原 3( H-6 包含層 縄文 浅鉢 全面 :暗灰責褐色 ミガキ ミガキ
口縁部に刻み目を持つ突
帯が付 く。胴部の屈曲部
にも刻み目を持つ。

原 3( 包含層 縄文 無鉢カ
全面 :にぶい黄橙
色

ナ デ ナ デ
ヨ縁端部に小さいV字状
つ刻み目を多く入れる。

ll 原 3( 包含層 縄文 浅鉢 全面 :黒褐色 丁寧 な ミガキ 粗い ミガキ

12 原 3( H―て包含層 縄文 浅鉢
外 :浅責橙色
内 :灰責色

ナ デ ナ デ

13 原 31 包含層 縄文 浅鉢 全面 i灰褐色 ナ デ 粗い ミガキ 上げ底

原 31 包合層 縄文
鉢

証
深
底 全面 :橙色 ナ デ ナ デ 平底

原 3( 包含層 縄文
鉢 全面 i灰責褐色 丁寧な ミガキ 丁寧 な ミガキ

咲部の平面形は円形にな
らない。不整楕円形、ま
たは略三角形か。

73 1 原 31 包含層 縄文 浅鉢
外 :黒褐色
内 :褐色

丁寧なミガキ 丁寧 な ミガキ 子とが 1個開く 黒斑あり

2 原 3ユ 包含層 縄文 浅鉢 全面 :黒褐色 ミガキ ミガキ 黒漆塗彩

3 原 3] Hて 己含層 縄束 浅鉢 213 全面 :黒褐色 ミガキ ミガキ

原 31 包含層 縄文 浅鉢 全面 :灰責褐色 丁寧なミガキ 丁寧 な ミガキ
口縁部に 1条の沈線を施
す。

原 31 包含層 縄文 浅鉢 全面 :黄灰色 丁写 な ミガキ 丁寧 な ミガキ

包含層 縄文 浅鉢 色
色
掲
褐
黒
外
内 丁寧なミガキ 丁寧なミガキ

7 包含層 縄文 浅鉢 全面 :黒褐色 丁寧な ミガキ 丁寧 な ミガキ

包含層 縄文 浅鉢
外 :暗褐色
内 :暗黒灰色

丁寧な ミガキ 丁寧なミガキ 口縁部 に段 を持つ。 黒斑あ り

包含層 縄 文 浅鉢 全面 :黒色 丁寧なミガキ 丁寧なミガキ

10 H 包含層 縄文 浅鉢 全面 :灰黄掲色 ミガキ ミガキ ヨ縁部は内側に肥厚する。

ll G-7 色含層 縄文 浅鉢 全面 :黒色 丁寧な ミガキ 丁寧 な ミガキ 黒斑あ り

12 包含層 縄 文 浅鉢
外

内
浅責橙色
灰責色

米L立 ガ キ 粗い ミガキ 小形の浅鉢、やや特異

13 包含層 縄 文 浅鉢
色褐
色
責
黄
明
灰
外
内

ナ デ 丁寧なミガキ 黒斑あ り

14 H 包含層 縄文 1莞鉢
外 :にぶい黄橙色
内 :灰黄褐色

ナ デ ミガキ、ナデ 煤付着

-214-



買31 H-6 包含層 縄文 茂鉢 全面 :灰掲色 ナデ ナ デ

16 票 31

巨

‐

Ｈ
・
６
包合層 縄文 浅鉢 全面 :灰黄褐色 ミガキ ミガキ

17 票 31 包含層 縄文 浅鉢 全面 :灰責褐色
「
寧 な ミガキ 丁寧な ミガキ

票31 包含層 縄 文 浅鉢
色橙
色
責
灰
浅
褐
外
内 ナ デ ナデ

票31

Ｈ

　

Ｇ
包含層 縄文 浅鉢 全面 :浅責橙色 ミガキ ナデか 山形国縁

票 31 包含層 縄文 i完鉢 全面 :にぶい黄橙色 ミガキ ミガキか

原 31 包含層 4電文 浅 /11 全面 :橙色 ミガキ ミガキ

原 31 包含層 率電文 浅鉢 全面 :灰黄褐色 ミガキ ミガキ 一部漆塗彩

原 31 包含層 縄文 浅鉢
色
色
橙
灰
責
褐
外
内 丁寧 な ミガキ 丁寧 な ミガキ

上部が擬似口縁の可能性
もあり。

1 原 32 包含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

丁寧な ミガキ 丁寧なミガキ
回縁部内側に 1条の沈崩
を施す。波状口縁の可能
性もあり。

2 原 32 包合層 縄 文 浅鉢
全面 :に ぶい赤褐
色

ミガキ ミガキ
回縁部内外面ともに 1条
の沈線を施す。

3 原 32 包含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい黄橙色
黒色

ミガキ ミガキ 国縁部内面に細沈線を 2
条施す。 煤付着

7剪 4 原 32 包合層 健文 浅鉢 全面 :にぶい褐色 ナ デ ナデ、ケズリ 国縁部内面 に段 を持つ。

5 原 32 」-6 包含層 縄文 浅鉢
外
内
黒～灰黄褐色
黒色

ミガキ 丁写なナデ
口縁部に突起が付き、広
面には横方向に 1条の沈
線を施す。

6 原 3, I-6 包含層 縄文 浅鉢
外
内
暗灰 ～黒色

黒色
ミガキ ナ デ

口縁部に三角形の突起方
付き、回縁に直交する細
沈線がある。内面にも沈
線を施す。

7 原 a 阻-6 包合層 縄文 浅鉢
外 :茶褐色
内 :黒灰色

ミガキ ミガキ 体部に鋭い稜を持つ。

8 原 & 」-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
明黄褐色
にぶい黄橙色

ミガキ ミガキ 黒斑あり

74 9 原 & 」-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
暗茶褐色
暗褐色

ミガキ 丁寧なミガキ 口縁部下に孔が開 く 喋付着

原 & Hて 包含層 縄文 浅鉢 全面 :黒掲色 ミガキ 阻い ミガキ 顕部に2カ 所孔を開く

74 11 原 & H-6 包合層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい橙色
黒褐色

ミガキ ミガキ 黒斑あ り

74 原 &
匹
イ
Ｈ・６
包含層 縄文 浅鉢 全面 :にぶい橙色 ミガキ ナ デ

原 3t J6 包含層 縄 文 i完鉢 全面 :黒 ～黒褐色 ミガキ ミガキ

原 税 H-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
茶褐色
暗黒色

ミガキ ミガキ 体部に鋭い稜を持つ。

74 原 3と I-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
にぶい黄褐色
黒色

丁寧なミガキ 丁寧なミガキ

6 原 3と J-6 包含層 率電文 テ欲 全面 :灰黄褐色 ミガキ ミガキ

74 票 3と 包含層 縄文 浅鉢 全面 :灰褐色 ミガキ ミガキ

原 3ι イー6 包合層 縄文 浅鉢 全面 :灰褐色 丁寧なミガキ 丁寧なミガキ 黒漆塗彩

原 3サ H-5 包含層 縄 文 浅鉢
外

内
浅責橙色
黒色

丁寧なミガキ
丁写なミガキ、
ケズリ

74 原 3, I-6 包含層 縄文 浅鉢 全面 :褐灰色
二枚貝条痕、
ナデ

二枚貝条痕、
ナデ 口縁端部に突起が付く

21 原 3′ J-6 包含層 縄文 深鉢 全面 :橙褐色 ナ デ ナ デ
口縁部に 2山 の突起が付
き、突起上部に凹点を施す。

1 原 3〔 I-6 包合層 縄 文 浅鉢 全面 :暗楊色 丁寧なミガキ 丁寧なミガキ

2 原 3〔 J-6 包含層 縄文 浅鉢
外

内
黄橙色
にぶい黄橙色

丁寧 な ミガキ 丁寧なミガキ

76 1 原 3〔 河床 縄文 深鉢 全面 黒色 条痕文、ナデ ナデ 日縁部内面に刺突文を施す n

2 京 3〔 河床 縄 文 深鉢 全面 :にぶい黄橙色 ナ デ ナ デ 日縁部内面に刺突文を施す。

3 原 3〔 β-6 河床 縄文 深鉢
外

内
黒色
褐～黒褐色

条痕文、ナデ 条痕文
口縁部内面にD字状の刺
突文を施す。

4 頁 3〔 1可床 縄文 深鉢 全面 :明黄褐色 ナデ ナ デ
口縁部内面に沈線を数本
施す。

5 原 3〔 1可床 縄文 深鉢 全面 :褐色 条痕文 条痕文、ナデ
口縁部内面にC字状に近
い刺突文を施す。

6 原 3〔 F-6 河床 縄文 浅鉢 全面 :浅黄色 ナ デ ナデ、条痕文
口縁部内面に方形の刺突
文を施す。 媒付着

7 票 3〔 F-6 1可床 縄文 深鉢
本

勺
にぶい黄掲色
褐色

ナ デ ナ デ

8 票 3( F-6 1可床 縄 文 深鉢
外

内
灰責褐色
にぶい責橙色

ナ デ ナデ
口縁端部が肥厚し平坦面
ができている。

9 票 3〔 河床 率電文 浅鉢
,ト

勺
黒褐色
灰黄掲色

ミガキ 粗い ミガキ、
ケズリ

票 3モ F-6 河床 率亀文 浅鉢 全面 :黒褐色 ミガキ ミガキ

11 票 3〔 G-5 1可床 縄文 i莞鉢
本

勺
黒～灰黄褐色
黒色

ヘラミガキ ヘ ラ ガ キ

I 原 34 G-7 T19 縄文 深鉢
外
内
にぶい黄橙色
明責褐色

ナ デ
条痕文、ナデ、
ケズリ

波状日縁か。日縁端部内面に
僅かに凹線状の窪みを持つ。

煤付着
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2 原 34 G-7 T19 縄文 深鉢
外 :淡責色
内 :黒色

条痕文
条痕文、ケズ
リ

煤付着。票
斑有。

3 原 34 G-7 T19 縄文 深鉢
外
内
黒褐色

黒～黒褐色
ナ デ ケズリ 波状口縁。日縁部に1個、

円形の突起が付く。
黒斑あり

4 原34 G-7 T19 縄 文 深鉢
外

内
にぶい褐色
黒色

ナ デ ナデ
口縁端部内面に浅い刺鋏
文を施す。

5 鼠 34 G-7 T19 縄文 深鉢 全 Ll:黒色 条痕文、ナデ ケズリ

6 買 34 G-7 T19 縄文 深鉢 368 全面 :に ぶい褐色 条痕文、ナデ ナ デ

l 票 3〔 D-7 包含層 縄文 深鉢
外 :明褐色
内 :にぶい責橙色

ナデ ナ デ

り

鶉

な

を

と

目
状
み製潮
く。

紳
麟
肺
瑶
繕
鎚
口沈
つ

後期の崎ケ
鼻式土器

2 原 3〔 包含層 縄文 深鉢
外 :にぶい褐色
内 :浅責橙色

条痕文、ナデ
ナデ、ヘラケ
ズ ユ)

口縁部内面に孔列文を施
す。

3 原 3t 2含層 縄 文 深鉢
朴

勺
黒褐色
にぶい褐色

ナデか
ナデ、条痕文、
ケズリ

口縁部内面に竹管状工具
による円形刺突を施す。

4 原 3〔 五含層 縄 文 深鉢 全面 :灰褐色 ナデ ナ デ

口縁部内面に円形に近い
刺突文を施す。最深部が
V字状に鈍い。

5 票 3〔 立含層 縄文 深鉢
外

内
灰責褐色
にぶい責橙色

ナデ ケズリ、ナデ
口縁部内面に楕円形の刺
突文を施す。

原 3〔 E-6 己含層 縄 文 深鉢 全面 :黄褐色 ナ デ ナ デ 口縁部内面に孔列文を施す。

7 原 3〔 D-7 包含層 縄文 浜鉢 全面 :明褐色 ナデ、ミガキ ミガキ 口縁端部外へ肥厚す る。

原 3〔 E-6 立含層 縄 文 深 鉢 全面 :黄橙色 ナデ ナデ、ケズリ ヨ縁部が少し外反する。

9 原 叡 E―て邑含層 縄文 深鉢 全面 :暗褐色 条痕文、ナデ ナ デ

原 3[ E― ( 包含層 縄文 深鉢
外

内
黒褐色
にぶい黄橙色

条痕文、ナデ 条痕文、ナデ
]縁端部内面に円形の声I
葉文を施す。

と1 原 3[ E―て包含層 縄文 深鉢
外

内
にぶい黄橙色
黒色

ナ デ ナ デ
口縁端部に刻み目風の刺
突文を施す。

県付着

78 包含層 縄文 深鉢 全面 :浅黄橙色 ナ デ ナ デ
口縁端部に刻み目風の刺
突文を施す。

喋付着

D-1 包含層 縄文 深鉢
外 :明褐色
内 :橙色

ナデ 条痕文、ナデ
口縁端部に刻み目風の刺
突文を施す。

14 包含層 縄文 深鉢
外 :にぶい黄橙色
内 :灰黒褐色

ナ デ 条痕文、ナデ
口縁部に円形の浅い刺突
文を施す。

黒班あり

民 3[ E―そ包含層 縄文 深鉢 全面 :灰褐色 ナ デ 条痕文、ナデ
口縁端部に刺突風の刻み
目を施す。

黒 3[ 包含層 縄文 深鉢 全面 :褐灰色 ナ デ ナデ
口縁端部に刺突風の刻み
目を施す。

l 票 3( 2含層 縄 文 深鉢 冬面 :明黄褐色 ナ デ ケズリか 媒付着

2 票 3( 包含層 縄文 深鉢 筈ul :にぶい貢褐色 ナ デ ナ デ あるいは浅鉢か

3 夏 3( D―「 毯含層 縄文 深鉾 缶面 :褐灰色 ケズリ、 ミガキ ミガキ
4 票 3て 包含層 縄文 深鉢 冬面 :にぶい黄褐色 ナデ、ケズリ ケズリ

79 5 京 3て E-6 包含層 縄文 深鉢 全面 :浅黄橙色 ナ デ ナ デ
口縁部下方にV字の刻み
目をもつ突帯が付く。

79 6 原 3( 包含層 縄文 深鉢
朴:灰黄褐色
勺:責灰色

ナデ ナデ 口縁部に突帯が付く。

7 原 3( 包含層 縄 文 深鉢
全面 :褐灰～黒灰
色

ケズリ ナデ
口縁部下方にV字の刻み
目をもつ突帯が付く。

8 原 3( 包含層 縄文 深鉢 全面 :橙色 ミガキ ミガキ 口縁端部が肥厚す る。

9 原 3( 包含層 縄支 深鉢 29,0 全面 :灰責褐色 ミガキ 粗い ミガキ 菓付着

1 原 3( H-6 包含層 縄 文
有孔
円板

全面 橙色 ケズリ ケズリ 中央部に両面穿孔

2 原 3( H-6 包含層 縄文
孔
板
有
円

外

内
責橙色
灰黒褐色

ミガキ ミガキ 中央部に両面穿孔

3 原 3( 包含層 縄文
有孔
円板

外

内
色
色
褐
黒

ミガキ ミガキ 周辺部を打ち欠き、浅鉢を
転用。中央部に両面穿孔。

4 原 31 I-6 包含層 縄 文
孔
板
有
円

外 :浅黄色
内 :にぶい責色

ナ デ ナ デ
周辺部を打ち欠き、深鉢を
転用。中央部に両面穿孔。

5 原 段 I-6 包含層 縄文
孔
板
有
円

外

内
にぶい黄橙色
黒色

ミガキ ミガキ 周辺を打ち欠き、浅鉢を
転用。中央部に両面穿孔。

6 原 訣 H-6 包含層 縄文
孔
板
有
円 全面 :に ぶい橙色 ミガキ ミガキ 中央部に未貫通の孔

ユ 原 41 包含層 弥生
郭
証
高
イ 36.0

外

内
灰責褐色
明責褐色

ヨコナデ
ナデ、
痕
指頭圧

2 原 41 包含層 弥生 一笠 36.2 全面 :にぶい橙色 ヨコナデ ヨコナデ
口縁部と頸部内面の境に
凹線 l条、沈線 2条。口
縁部外面に3条の凹線

3 原 41 包含層 弥生 士霊 全面 :にぶい橙色
ヨコナデ ヨコナデ、ナ 口縁外面に凹線 2条、内

面に凹線 3条入る

4 原40 T-21 弥生 壺
螂

全面 :

色

にぶい責橙
ナ デ ハケロ

尤線文 1条、刺突文。ヘ
ラによる斜めの沈線文

5 票 4( 包含層 弥生 重
醐

全面
色
にぶい黄橙 ケズリ

ヘラによる斜めの沈線、
4条の押引状の沈線、櫛
形工具による5条の沈線

6 票 4( G-6 T-14、  15 弥生 善霊 全面 :浅責橙色 ナ デ ハケロ

２

を
を
線
条
沈
５
行

沈線２条
、

。
斜めの平
”

行
に
下

平
段
上

7 票 4( G-6 T-9、 16 弥生
士霊 外

内
浅黄橙色
浅責橙色

ヘ ラ ガ キ
斜めの平行沈線文。櫛形
工具による束J突文

8 烹 4( 包合層 弥生 甕 172 全面 :浅責橙色 ヨヨナデ、ハケロ ヨヨナデ、ハケロ 口縁部に 2条の凹線
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88 9 鼠 4( T-15 弥生 露 全面 :に ぶい橙色 ヨコナデ、ハケロ ヨヨナデ、ハケロ口縁部に2条の四線

票 4( 包含層 弥 生 甕
本

勺
にぶい黄褐色
橙色

ケヽロ ハケロ
口縁部と胴部の境に刻み
を持つ凸帯が付く。

R4( 包含層 弥生
杯
ポ
高
係

外
面

勺

斬
明黄褐色
オリープ灰色

ヨコナデ
ナデ

ヘガ

岩

コ

ミヽ

ヨ

ラ 口縁部外面に5条の凹線 外面
一部に
黒斑あり

票 4( 包含層 弥生
郭
証
高
柳

勺外 :浅責橙色
析面 :青灰色

ヘラミガキ
ヘラケズリ

ヘ ラ ガ キ
脚部にヘラによる16条以
上の凹線

包含層 弥生 一霊
隠

本

勺
にぶい責掲色
浅責橙色

ナデ ヘラミガキ 平底

100 ] 黒41 T-15 買恵4 郭蓋 冬面 :仄色
回転 ナデ、ナ
デ

回転 ナ デ、 回
転ヘ ラケズ リ

胎上分析

100 2 G 古墳 貝思看 不蓋 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 完形

3 T-1 買恵撃 ITh善 全面 :灰色 回転ナデ 回転ナデ

G―て古墳 買恵4 杯蓋 全面 :灰～暗灰色
回転ナデ、す
デ

回転 ナ デ、 回
転ヘ ラケズ リ

治土分析

5 G― ( 古墳 頁恵暑 杯蓋 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 完形

G―て古墳 杯蓋 全面 :仄白色
回転ナデ、ナ
デ

回

，ナデ、ガ
転

ヘ

回
転 完形

7 G― ( 古墳 杯蓋 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 走形

G―て「
-15 買恵号 杯身 全面 :灰色 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

外面 に鉄錫
付着

原 41 G― ( 古墳 員恵号 杯身 全面 :淡仄色
回転ナデ、ナ
デ

回

，ナデ、ガ
転

ヘ
回
転 完形

原 42 G― ( 古墳 買恵号 杯身 全面 :青仄色 回転ナデ
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

11 不身 全面 :灰色 回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

原 4 G―て古墳 郭身 全面 :青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転 ナ デ、 回
転ヘラケズ リ

朴面に自然
曲、胎土分析

原 ゆ 杯身 全面 :暗灰色
回転ナデ、ナ 回

ブナデ、ガ
転

ヘ

回
転 完形

100 14 原 4と G-6 古墳 杯身 12.8 全面 :青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ほぼ完形、
胎上分析

原 4ウ 古墳 不 身 全面 灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

100 原 4を 古墳 買恵君 不身 全面 仄色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ほぼ完形

100 17 杯 身 全面 :暗仄色 回転ナデ
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

1 Γ-2 宙
・
杯
船
高
係 全面 :淡灰色

回転ナデ、ナ
回転ナデ

2 1 頁恵号
杯
船
高
係 全面 灰色

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、ヘ
ラケズリ

高杯
全面 :明灰白色

回転ナデ、ナ
デ 回転ナデ 胎上分析

4 「-10
盲
・ 高杯 全面 :灰色 回転ナデ、ナ

デ
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

5 票 4〔 頁恵岩高杯 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

不部内面に銹が付く。

6 京 4〔 買恵8 高杯 全面 :青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

7 屎 4〔 T-1 高杯 (140) 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回転ヘ

ラケズリ、ナデ

T-9 高郭 (13.0) 全面 :灰色 回転ナデ、ナテ 回転ナデ

9 票 44 G-6 T-12 高 lTh 全面 :淡灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回転ヘ

ラケズリ、ナデ

票 44 G-6 T-15 頁恵君 高杯 全面 :淡灰色
回転 ナデ、ナ
デ

回転ナデ

11 鼠 44 T-21 買恵3
有蓋
高杯 全面 :灰色 回転ナデ ヘデ

，船グ
回

ラ
透かし3ケ 所。外面に灰
を被る。

票 4〔 T-1 頁恵科
有蓋
高杯
113 全面 :青仄色

回転ナデ、ナ
デ

ヘデ
リ妙デ

回
？
フ

2段透かし3ヶ所 胎上分析

原 45 古墳 頁恵4
蓋
杯
記

有
高
杯

全面 :暗青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、ナ
デ 透かし3ヶ所 ほぼ完形

原 45 T-1 頁恵4 高不
外

内
青黒色
暗灰色

ナデ、ヘラケ
ズリ ナデ

2段透かし3ケ 所、底部
外面に櫛による刺突文、
脚部に2本の四線

原 46 r-11 込 全面 :仄色 回転ナデ
回

，ナデ、病
転

ヘ

回

転 波状文、沈線文、床」突文 櫛鶉動
口
灰
胎

原 46 G― (「
-15 存蓋E 全面 :青仄色

回転ナデ、指
頭圧痕

回

，ナデ、ガ
転

ヘ

回
転

17 原 41 G-6 却付E 全面 :灰色
タ
ロ

デ

カ

ナ

ヽ

転

キ

回

タ
回転ナデ、
タキ、ナデ

タ
沈線文、櫛による刺突文。

1 原 4 G-6 T-9 ユロ亘 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 冶上分析
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2 原 41 「
-9 主日壺 全面 :青灰色

回転ナデ、ナ 回転ナデ、ヘ
ラケズリ

3 原47 古墳 頁恵君 全面 灰 色 回転ナデ
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

4 原 4〔 3-6 買恵3 提瓶 全面 :青仄色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、カ
キロ

肩部にコブ】大の耳が付く。胎上分析

5 原 4モ 3-6 首
心
豆
疏

全面 :青灰色 回転ナデ 回転ナデ

6 原 41 G-6 〕 買恵名 士霊
瞼

全面 :青灰色
回転ナデ、
心円タタキ

同 回転ナデ、カ
キロ

ユ 原 4( 員悪君 甕
聯

全面 :暗青灰色
回転ナデ、同
′ふ円タタキ

回転ナデ 皮状文が 2段付く 胎上分析

2 原 4C G―て古墳 養 20.2 全面 :黒掲色
回転ナデ、同
心円タタキ

回転ナデ、タ
タキ、カキロ

頁恵器片の焼 き台が付 く 冶上分析

3 原 5( G-5 古墳
外

内
暗茶褐色
灰茶褐色

回転ナデ 回転ナデ

4 原 5( 古墳 全面 :黒楊～淡灰色 回転ナデ 回転ナデ 自然釉

5 G― ( 古墳 員恵号 一霊
外

内
淡灰色
黒褐～淡灰色

回転ナデ 回転ナデ 自然釉

103 6 古墳
外 :淡黒褐色
内 :淡灰～灰褐色

回転ナデ 回転ナデ 天を被る

7 R5( F―
`

古墳 須恵奉 一璽
帥

全面 :淡青灰色
回転ナデ、ナ 回転 ナ デ、 ヘ

ラ切 り、ナデ

8 鼠 5( 古墳 須恵4 甕
〔

全面 :淡灰色 回転ナデ 回転ナデ 波状文が 2段 に付く。

9 票 5( G-7 T-10 頁恵器 轟
全面 :青灰色 (灰
オリーブ色の釉が
かかる)

回転ナデ、ナ
デ

ヘデ

ジ幡ダ
回

ラ
ボタン状のつまみが付く 自然釉

T-9 頁悪君 杯 136 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

随

デ
ヽ
ナ

デ

ヽ

ナ

リ

転

切

回

糸

T-16 不 40 全面 :暗青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、r

ラ切り、ナデ

票 5( F-7 T-17 頁恵3 杯 全面 :灰色
回転ナデ、す 回転ナデ、静止

糸切り、ナデ

1 原 51 I-5 包含層 不 11.1 全面 :暗青灰色 回転ナデ
回ア^

リけ絢
回
転 内部に*印の窯印がある。完形

2 I-4 包含層 頁恵B 不 全面 :青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転糸切り

3 原 51 I-4 包合層 郭 全面 :灰色
回転ナデ、ナ 回デ

リ輯翔
回
転

108 4 原 5ユ I-4 包含層 不
外

内
青灰色
にぶい青灰色

回転ナデ
回デ

リ幡
期
回
転

5 I-4 包含層 百吉 多 杯
雄

外

内
暗青灰～淡灰色
暗青灰色

回転ナデ
回転ナデ、糸
切り

内部に漆痕が付着。

6 原 51 I-4 包含層 頁恵名 杯 全面 灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、
転糸切り

回

7 原 51 I-4 包含層 不 全 面 :淡灰色
回転ナデ、ナ
デ

回デ
リけ絢

回
転

8 原 5] I-4 包含層 買恵奉 不 110 全 面 灰色
回転ナデ、ナ 回転ナデ、回転

糸切り、ナデ

9 I-4 包含層 須恵群 杯 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転糸切り

I-4 包含層 買思奉 不 120 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回デ
リ妙
期
回
転

ll 原 5 I-4 包含層 郭 全面 :灰色
回転ナデ、ナ
デ

回デ
リ貯
剰
回

転

12 原 5 I-4 包含層 頁恵器 イ 全面 :暗青灰色
回転ナデ、ナ
デ

回デ
リけ期

回

転 外面に鉄分が付着。

13 原 52 I-4 包含層 頁恵率 一璽 122 全血 :吾炊色 回転ナデ 回転ナデ

14 [-5 包含層 首
心 重

外
内
暗灰褐色

青灰色

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、
ラケズリ、
転糸切り

へ
回

買 52 【-5 包含層 頁恵3

苔
塁

豆 全面 :暗青灰色
回転ナデ、ナ
デ 回転 ナデ

爪52 I-4 包含層 甑 全面 :暗灰色
タ

デ

タ

ナ

悧

囀

同

キ
平行 タタキ、
回転ナデ 体部に平たい把手が付く

1 包合層 蓋 (128)
全面 :淡橙褐色～

淡灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、
ラケズリ、
デ

ヘ

ナ

2 票 5〔 I-4 包含層 頁恵3 蓋 全面 :淡仄色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

つまみ力hIIく か。

3 I-4 己含層 首
・
高台
付杯

全面 :淡灰色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、糸
切り底か

4 原 5〔 包含層 頁恵8
少まみ
寸蓋 (14.4) 色

色
褐
灰
灰
淡
淡
外
内

回転ナデ、ナ
回転 ナデ

5 票 5〔 包含層 蓋 /4N 全面 :灰色
回転ナデ、ナ 回転ナデ、

ラケズ

6 原 5〔 包含層 蓋郭
外

内
淡灰色
淡灰褐色

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ つまみは欠く。

7 原 5( 包含層 苗
０ 蓋杯 18,6)

外

内
黒褐色
淡灰褐色

回転ナデ
回転ナデ、
ラケズリ

つまみは久く
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8 原 Ⅸ 包含層 蓋杯
外 :淡灰色
内 :淡灰～淡橙色

回転ナデ、ナ
デ 回転ナデ

9 原 夙 I-4 包含層 蓋杯 全面 :淡灰褐色 回転ナデ、ナデ 回転ナデ つまみは欠く

10 原
=
包含層

台
杯
高
付 全面 :淡灰色

回転ナデ、ナ
デ

デ妙
崎
回

切
糸

11 J-4 包含層
高台
付杯

全面 :淡灰褐色
回転ナデ、ナ
デ

]転ナデ、回
嵌糸切り

原 53 H-4 包含層
台
杯
高
付
18,1 全面 :仄褐色

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、糸
切り

ほぼ完形

13 原 53 [-4 包含層 頁恵4
台
皿
高
付 全面 :淡青灰色

回転ナデ、ナ ]転 ナ デ、 回
転糸切 り

109 14 原 53 [-4 包含層 罠恵4 郭 全面 :灰白色
回転ナデ、ナ
デ

]転ナデ、回
転糸切り

黒斑あ り

15 原 53 I-4 包含層 買恵4
台

盤

高

付 全面 :灰色 ナデ
回転糸切り、ナ
デ、回転ナデ

109 原 53 包含層 買恵1
高台
付盤

全面 :淡灰色 回転ナデ
回転ナデ、回菫
糸切り、ナデ

17 原 53 [-4 包合層 吉
お 蓋

外 :淡青灰色
内 :淡灰色

回転ナデ
回転ナデ、ヘラ
ケズリ、糸切り

つまみは欠く。硯に転用。

109 原 53 [-4 包含層 買恵料 皿
外 :淡黄褐色
内 :淡灰色

回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ 硯 に転用 煤付着

l 原 4( 包含層 L師器 養
外
内
にぶい橙色
暗褐色

ヨコナデ、ナデ、
ヘラケズリ

ナデか

2 原 4( 1-4 包含層 L師8 甕 全面 !赤掲色
ハケロ、ヨコナ
デ、ヘラケズリ

ヨコナデ、ノ
ケロ

3 I-4 Q含層 し師審 霊 26.0
外

内
ぶい責橙色
ぶい責褐色

ハケロ、ヨコナ
デ、ヘラケズリ

ハケロ、ヨコ
ナデ、ナデ

肩部外面にヘラによる 2
条の沈線文

4 烹 4( 包含層 藷
全面
色
にぶい黄掲 ヨコナデ、ヘ

ラケズリ
ヨコナデ、ノ
ケロ

5 I-6 包合層 ヒ師撃 甕 (21.6) 全面 :赤褐色
ヨコナデ、ヘ

ラケズリ
ヨコナデ、′
ケロ

体部内面にコゲ跡が認E
られる。 媒付着

1 票54 包含層 ヒ師暑 邦 (110) 全面 :にぶい橙色 ]転ナデ、ナデ 回転ナデ、ナデ 底部端部に低い高台力X寸 く 赤色顔料塗彩

2 買 54 包含層 杯 全面 :にぶい橙色 回転ナデ 回転ナデ 氏部端部に低い高台が付 く 赤色顔料塗彩

3 票 54 I-4 包含層 郭 全面 :にぶい橙色
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転糸切り 赤色顔料塗彩

4 票 54 I-4 包含層 不 (15,8) 全面 :にぶい橙色 回転ナデ 回転ナデ、ナデ 赤色顔料塗彩

5 票54 I-4 包含層 不 全面 :にぶい橙色 回転ナデ
回転ナデ、
ラケズリ 赤色顔料塗彩

6 票54 包含層 杯
全面 :

色

にぶい黄橙 ]転ナデ
回転 ナ デ、 回
転糸切 り

体部内面に放射状暗文、底
部内面に螺旋状暗文を施す。

赤色顔料塗彩

7 票54 I-4 包含層
塩
器
製
土 対 (158) 全面 :淡黄色 ナ デ

ナデ、指頭圧
痕

8 票 54 I-4 包合層
塩
器
製
土 鉢

外

内
にぶい黄橙色
橙色

ナデ 指頭圧痕
内面一部に布痕 (l mn幅 )
が残る。

9 夏 54 包含層 Ltti 土錘 全面 :橙色 ナデ

1 原 5〔 1区 D-7 白磁 士霊 仄白色
四耳壷か。内
面に釉あり。

2 原 5〔 1区 I-7 白磁 皿 (23) 淡黄色～灰 自色 森 田 D
3 票 5〔 1区 T-4 白磁 皿 128) 灰白色 端反 森 田 E

4 票 5〔 1区 G-16 白磁 皿 灰白色
Ｅ
漆
田

に

森

面
断

5 京 5〔 l区 E-7 白磁 皿 灰白色
森田 E。 断
面に漆。

6 原 5〔 1区 青穂 椀 オリープ灰色 端反 歴博 D
7 原 5〔 1区 ,T 青磁 椀 162) オリープ責色 画文

8 原 5t 1区 青磁 椀 オリーブ灰色 端反 歴博 D
9 原 5: 1区 青磁 椀 (118) 刀オ リーブ灰色 雷文 歴博 C
原 5〔 ユ区 青磁 椀 (148) 浅責色 剣先    進弁文

ll 票 5〔 1区 青磁 椀
地い黄橙色～オ
リーブ灰色

歴博E

12 原 5〔 1区 17T 青磁 椀
天褐色～オリープ
天色

歴博D

13 京 5〔 1区 ;T 青磁 盤 (216) 天オリーブ色
内面に6条の櫛による平
行沈線

原 5〔 1区
B-7、
C-7 青花 皿 天白色 碁笥底 /1ヽ野C

15 票 5〔 1区 青花 皿 天白色 内湾。外面に草文。 小野 E
ユ区 青花 碗 天白色 喘反 小野 B

17 ユ区 生-8、  I-6 小 皿 11 FH色 型造 り

原 5〔 1区 〕lT 瓦質 甕 嗜灰色 瓦質

票 5〔 ユ区 鞘
饂
霙 天色

ハケメ→ 同′と

円文→ ナデ

ハケメ→格子
状タタキ、口
縁はヨコナデ

須恵質

原 5〔 1区 4 概
鵡
奏

外

内
青灰色
暗青灰色

ナデ ↓炒
部
部
キ

頸
体
タ

軟質

原 5〔 1区 概
蹴
奏 暗青灰色

同心円タタキ
後細かいハケ

格子状タタキ 須恵質

原 5〔 1区 3-7
中世
発 青灰色

同′b円状 タタ
キ後細いハケ

格子状タタキ 須恵質
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票 5〔 1区
中世
養 青仄色 平行タタキ ナデ 須恵質

京 5〔 1区 概
柳
甕 青灰色 隣ナデ 横ナデ 須恵質

25 票 5〔 1区
生-16、

3-16
鉢 浅黄橙色 陵ナデ ? 横ナデ ? 胴部に印花文

原 5〔 1区 杯 登色 Iml転ナデ 回転ナデ 罠部糸切

原 5〔 1区 杯 海昔 /reR待 ナデ 氏部糸切

頃 5〔 1区 E-7、  E―そ 杯 天責褐色～鈍い橙色 回転ナデ 民部糸切

原 5[ 1区 瀬戸
目
碗
天
茶 オリーブ灰色 天釉

啄 5[ 1区 瀬戸
目
碗
天
茶 淡黄色～黒褐色 黒釉

1区 14T 瀬戸
天目
茶碗

灰白色～黒褐色 黒釉

l区 H-7 瀬戸 小皿 浅責色 天釉

1 黒5( 1区 H-5 瀬戸 鉢
仄黄色～オリー

黄色
勺外面施釉 天釉

2 票 5て 1区 A-8 盗器男 鉢 赤褐色 回転ナデ 回転 ナデ 瑞部丸味 を持つ 」線 を施す

3 票 5て l区 D-7 奮器ア 鉢 灰色 回転ナデ
回転 ナ デ、 回
転ケズ リ

4 夏 5( 1必 表採 鉢 疋白色 ハケロ

5 票 5て 1区 D-7 瓦質 幅鉢 黒褐色 粗いナデ
ナデ、6条の指目
が施されている

6 漂 5( 1区 瓦質 指鉢 天色 信 目

7 原5( 1区 C-8 播鉢 地い責橙色 ナデ 悟 目

8 原 5( I区 F-7 福斜 天自色～責仄色 ナデ ハケロ 層目

9 原 5( 1区 E-6 卜筒雨瘤 情鉢 ナ デ タタキ後ナデ 播 目

原5( 1区 悟鉢 党黄色～灰色～灰自色 屑目

票 5( 1区 層鉢 咲黄橙色～橙色 ハケロ ハ ケ 日 層目

原 5( 1区 備前 揖鉢 (296 天赤色～責仄色 回転ナデ
回転ナデ後狂
いナデ

橋 目

原 5( 1区 備前 層鉢 天色～灰黄褐色 回転ナデ 回転ナデ 層目

原 5( 1区 備 前 播鉢 21.2 地い赤褐色～赤灰色 回転ナデ 』転ナデ 8条の悟 目

原 5( l区 14T 備前 積鉢 :29.2 天色 回転ナデ 回転ナデ 信 目

原 51 1区 14T 備前 層鉢 鈍い赤褐色 回転ナデ 回転ナデ

7 原 5( 1区 -7 備前 播鉢 (27.2 責灰色 ～橙色 回転ナデ 回転 ナデ

原 Ы 1区 備前 層鉾 天褐色 回転ナデ 8条の信 目

啄 5( 1区 3T 備前 憾鉢 天褐色 横ナデ 9条の播 目

照 5( 1区 A-8 備前 信鉢 責灰色 横ナデ 層目

原 ま 1区 備前 奏 灰褐色 ナ デ

原 5( l区 3T 備前
=

暗赤褐色 回転ナデ 回転ナデ 凸帝が付 く

原 5( l区 H-5 甕 鈍い橙色 ]転ナデ 回転ナデ N字状口縁

原 Ы 1区 J-6、 T7
縁
皿
折
深 灰白色 回転ナデ 回転ナデ 瘤状の脚が付く

表11 原田遺跡 1区原田古墳出土玉類計測表

図

丹

挿

番

物

号

返

番

真

号

写

番 器 種 材 質 色 詞
最大信

(ml)

最大厚

(IIn)

径
ナｍ

孔
で

l同郡幅

(mm)

頭部幅

(nun)

重量

(Ft)
出上場所 備 考

1 原 36 勾 王 ヒス4 Л緑灰fh・ 不透明 22.2 12.59 票田古墳 TR19 片面穿孔

2 原 36 勾玉 ヒスイ 天白色 (明緑灰色混 じり)・ 不透明 22.0 原田古墳 TR15 キ面穿孔

99 3 票 36 勾玉 鶏碧 にぶい責橙色・透明 票田古増 TR12 片面穿孔

4 原 3( 勾 玉 鶏 猫 彦音捨 角 ・務 明 290 原田古増 TRll 片面穿孔

99 5 原 3( 句王 鵜碧 男賛褐 色  透 明 26.5 原田古墳 TR15 面穿孔

原 3( 句玉 馬瑚 喝色・やや不透明 2.69 票田古墳 TRユ 片面穿孔

7 原 3( 勾玉 馬璃 場色・やや不透明 買田古増 TRl 片面穿孔

凶
号
挿
番

真

号

写

番

物

号

遺

番 器 種 材  質 色 詞
最大径
(atun) 瀬ｍ

孔 径
(mm)

径
，ｍ

面
ぐ 重
⑭

出上場所 備 考

瞑 3( 切子工 水 晶 無色 ・透明 38.8 19.67 原田古増 TR15 片面穿孔

原 3( 切子玉 水晶 睡包 ,れ明 11.1 15.27 原 田古墳 TR15 片面穿孔

原 3( 切子玉 水晶 唾色 透明 34,0 10.30 原 田古墳 TR12 庁面穿孔

原 3( ガラス丸玉 ガラス 議色・やや不透明 原田古墳 TR15

原 3( ガラス九王 ガラス 置色・やや不透明 0.85 原田古増 TRll

99 原 3( ガラス九玉 ガラス 藍色・やや不透明 0.85 原 田古墳 TR15

99 原 3( ガラス九王 ガラス 釜色 ・やや不透明 17 6.9 啄田古墳 TR15

99 夏3℃ ガラス九玉 ガラス 農藍色  やや不透明 原田古増 TRl

99 R3℃ ガラス九玉 ガラス 農藍色 やや不透明 原田古墳 TR15

17 烹3C ガラス九玉 ガラス 禁色  やや不透明 原田古墳 TR15 一部欠損

夏 3C ガラス九二 ガラス 濃藍色・やや不透明 1.1 072 原田古墳 TR15

票3C ガラス九王 ガラス 農藍色・やや不透明 原 田古墳 TR15

票 3て ガラス丸王 ガラス 濃藍色・やや不透明 0.67 原 田古墳 TR15

票 3て ガラス丸玉 ガラス 磯藍色  やや不透明 原田古墳 TR15

票 3て ガラス九二 ガラス 濃露色 ・やや不透明 衰田古増 TR15



原36 ガラス丸玉 ガラス 農藍色・やや不透明 0.64 原田古墳 TR15
24 票 36 ガラス丸玉 ガラス 農霊色  やや不透明 0.64 原 田古増 TR15
原36 ガラス丸玉 ガラス 農藍色・やや不透明 0.63 原 田古墳 TR15 一部欠損
原36 ガラス九玉 ガラス 霊色 。やや不透明 063 原田古墳 TR15
買 36 ガラス九玉 ガラス 農藍色・やや不透明 原田古墳 TR15
票36 ガラス丸玉 ガラス 霊色  やや不透明 原田古墳 TR15
京36 ガラス丸玉 ガラス 農藍色・やや不透羽 0.60 原田古墳 TR15

30 原36 ガラス九五 ガラス 琴負 。やや不 栃 明 原田古墳 TR15
票 36 ガラス丸.王 ガラス 笙色  やや不透明 原田古墳 TR15
票36 ガラス丸玉 がラス 暗緑色 ・やや不透明 0.35 原田古墳 TR15
京36 ガラスおヽ玉 ガラス 農藍色・不透明 6 買田古墳 TR9
買 36 ガラス刀ヽ王 ガラス 霊色・やや不透明 0.09 票田古墳 TRll

票36 ガラスイヽエ がラス 農藍色・やや不透明 1 0.08 原 田古墳 TR9
原36 ガラスガヽ玉 ガラス 霊色 。やや不透明 4 買田古増 TR12
頁 36 ガラス小玉 ガラス 農藍色・やや不透明 007 原田古墳 TR12
原36 ガラスオヽ玉 ガラス 奎色  やや不透明 1 0,06 原 田古墳 TR15
票36 ガラスイヽ工 ガラス 農藍色・やや不透明 l 票田古増 TR9

40 買 36 ガラスガヽ王 ガラス 垂色 。やや不透明 0.06 原 田古墳 TR15
原36 ガラスガヽ王 ガラス 華色 。やや不透明 l 0.06 原 田古墳 TR15
原36 ガラスおヽ玉 ガラス 霊色  やや不透明 1 買田古増 TR15
買 36 ガラスイヽ玉 ガラス 霊色 。やや不透明 1 0.06 原田古墳 TR15

44 票36 ガラス刀ヽ 玉 ガラス 霊色 ・やや不透明 0.06 原 田盲墳 TR15
京36 ガラス刀ヽ玉 ガラス 霊色  やや不透明 1.1 票田古増 TR15
買 36 ガラスガヽ玉 ガラス 農藍色・不透明 1.1 0.05 原 田古墳 TR15
原36 ガラスガヽ玉 ガラス 霊色 。やや不透明 1.1 0.05 原 田古墳 TR15
烹36 ガラス刀ヽ玉 ガラス 霊色  やや不透明 1.1 0.05 票田古増 TR15
買 36 ガラス小玉 ガラス 篭色・やや不透明 1.1 0.05 原 田古墳 TR15
原 36 ガラスガヽ玉 ガラス 垂色 。やや不透明 1.0 0.05 原田古墳 TR9
原36 ガラス刀ヽ玉 ガラス 霊色  やや不透明 1.ユ 0.05 票田古増 TR15
買 36 ガラス小玉 ガラス 藍色  やや不透明 1.1 0.05 原田古墳 TR15
票36 ガラスガヽ玉 ガラス 鑑色 ・やや不透明 0,05 原田古墳 TR15

54 原36 ガラスイヽ王 ガラス 垂色 。やや不透明 0.05 票田古墳 TR12
更 86 ガラス刀ヽ玉 ガラス 霊色 ・やや不透明 1 0.05 原田古墳 TR19
票36 ガラスオヽ王 ガラス 麗露色・不 透 明 原田古墳 TR15

57 示36 ガラスガヽ玉 ガラス 霊色 ・やや不透明 原田古墳 TR15
58 示36 ガラス刀ヽ玉 ガラス 霊色 。やや不透明 2 票田古増 TR15
59 票 36 ガラス小玉 ガラス 転色・やや不透明 1 ■ 原田古墳 TR15
60 承36 ガラス小玉 ガラス 篭色  やや不透明 l 2 原田古墳 TR15
票36 ガラスイヽ玉 ガラス 霊色・やや不透明 原田古増 TR15
原 36 ガラス小玉 ガラス 霊色・やや不透明 原田古墳 TRll

原 36 ガラス小王 ガラス 霊色・やや不透明 原田古墳 TR15

表12 原田遺跡 1区出土石器観察表

府
い

口
万

挿

群

肺
箔
巧

図

番

真

版

写

図 種  別 出上位置
平均長さ
(cm)

幅

帥 膵くｃｍ，
亘 重

(富 )
石  材 備 考

l 原 37 石鏃 0,37 安山岩

2 原 37 石鏃 ユー6、 T17 3 安山岩

3 原 37 石鏃 7 安山岩

4 歩罠37 石鏃 ,-6、 T21 賢山岩

5 原 37 石鏃 l 0.58 奏山岩 またはドリル

6 原 37 石鏃 4 安 山岩

7 】民37 石鏃 0.35 1.23 安山岩

8 原 37 石鏃 5 1.89 窪山培

9 原 37 石鏃 5 1.05 安山岩

原 37 石鏃 I-6 雰山岩

ll 原 37 石鏃 5 安山岩

原 37 石鏃 3 安山岩 妻面が未製品のようなつくり

原 37 石鏃 1 0.25 安山岩

原 37 石鏃 6 安山岩
原 37 石鏃 0。75 奏山岩

原 37 石鏃 8 麦山岩

17 原 37 石鏃 王-7 安山岩

原 37 石鏃 4 038 安山岩 凶示した面は素材面が大きく残る

原 37 石鏃 安山岩

原 37 石鏃 臣-6 5 安 山岩

原 37 石鏃 5 0.67 安山岩

原 37 石鏃 H-6 9 1.52 奏山岩

原 37 石鏃 H-6 4 安 山岩

原 37 石鏃 H-6 6 秦山岩

原 37 石鏃 H-6 5 082 奏山岩
原 37 石鏃 H-6 1.89 舞山岩
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原 37 石鏃 H-6 安山岩

原 37 石鏃 H-6 17 033 0,79 安 山岩

原 37 石鏃未製品 H-6 0,2 安山岩 二次加工剥片でドリルか

原 37 石鏃 l.7 057 麦山岩

原 37 石鏃 077 安山岩

原 37 石鏃 17 123 安山岩

原 37 石鏃 安山岩

娠R37 石鏃 T-5 17 安 山岩

原 37 石鏃 J-6 黒曜石

原 37 石鏃 17 053 寮山岩

原 37 石鏃 I-6 1 18 安山岩

原 37 石鏃 T-6 安山岩

原 37 石鏃 安山岩

1 原 37 楔形石器 H-5 安山岩

2 原 37 喫形る器 H-6 17ユ 安山岩

3 原 37 楔形石器 H-6 541 安山岩

4 原 37 喫形石器 H-6 674 安山岩

5 原 37 楔形石器 H-6 1,7 490 妄山岩
6 原 37 楔形石器 055 3.84 要山岩

82 7 原 37 楔形石器 H-6 21 2.40 安山岩

8 原 37 楔形石器 16 571 莞山岩

9 原 37 楔形石器 H-6 11 舞山岩

原 37 楔形石器 女山岩

原 37 契形石器 19 5,89 舞山岩

原 37 契形石器 23 065 妄山岩

原 37 契形石器 I-6 安山岩

原 37 契形石器 I-4 15 斉山岩

原 37 石核の破片 I-5 51 073 雰山岩

原 37 契形石器 I-6 2.1 l.9 262 え山岩

原 37 契形石器 I-6 安山岩

原 37 契形石器 I-6 奏山岩

原 37 艇形石器 I-6 3.1 0.62 安山岩

原 37 楔形石器 I-6 安山岩

ユ 原 38 喫形石器 080 奏山岩

2 原 38 喫形石器 27 052 安山岩

3 原 38 喫形石器 075 安山岩

4 原 38 楔形石器 055 安山岩

5 原 38 喫形石器 742 麦山岩
6 原 38 喫形石器 089 2029 安山岩
7 原 38 楔形石器 安山岩

8 原 38 楔形石器 」-6 27 舞山岩

1 原 38 スクレイパー 32.10 安 山岩 鼈な造 り

2 原 38 スクレイパー H-4 2680 安山岩

3 原 38 スクレイパー I-6 10 麦山岩

4 原 38 スクレイパー 12 4831 安山岩

5 原 38 スクレイパー 30.17 安 山岩

6 原 38 スクレイパー I-4 9156 安山岩

7 原 38 大形剥片 H-5 1.5 6896 安山岩 妖辺 に小剥痕が認め られる

| 原 39 スクレイ T-3 安 山岩系

2 原 39 スクレイタヾ― 393 黒曜石
3 原 39 スクレイタヾ― I-6 0.7 336 黒曜石 二次加工品

4 原 39 スクレイパー 安山岩

5 原 39 スクレイパー 6 安山岩

6 原 39 石核 129.32 安山岩

7 原 39 スクレイパー 11 黒曜石 二次的にえぐっている

8 原 39 予J片 3.73 黒曜石

9 原 39 楔形石器か 黒曜石

原 39 諸J片 1.1 6.69 黒曜石 右が主剥離面

l 原 39 イ製石斧 17 63.15 安山岩系 レキ面が残 っている

2 原 39 審製石斧 塩基性片岩 胆石に転用か。つぶれが認められる

3 原 39 昏製石斧 流紋岩

4 原 39 審製石斧 26976 塩基性片岩

5 娠民39 啓製石斧 25213 塩基性片岩 讀打痕が集中 している

6 原 39 昏製石斧 3819 蛇紋岩 刃部先端都ににぶい条痕が入る

7 原 39 審製石斧 235,96 塩基性片岩

8 原 39 昏製石斧 33653 塩基性片岩 二次的に敲石 に使用。弥生時代の蛤形石斧。

9 原 39 壺飾 1529 頁岩

原 39 石棒 頁岩 石剣か

1 原 39 讃石兼すり石 H-6 1155.23 流紋岩 河原石

2 原 39 くばみ石 Γ-5 740,46 安山岩系 河原石

3 原 39 すり石・石杵か 929,44 流紋岩 平らな面が赤みを市びている

4 原 39 すり石兼敲石 H-6 117 4,7 105777 花尚閃緑岩

5 原 39 石錘 H-6 75 粗い流紋岩



表13 原田遺跡出土剥片石器、二次加工剥片、剥片観察表

潰物番号 写真番号 種  別 調査区 長 さ (cn) 幅 (cm) 厚 さ 重量 (質 ) 石  材 備   考
二次加工剥片 062 安山岩

二次加工剥片 安山岩

二次加工剥片 2.24 安山岩

二次加工剥片 H-6 068 912 え山岩
二次加工剥片 H-6 妄山岩

二次加工剥片 H-6 0.醐 安山岩

二次加工剥片 H-6 268 037 3.27 安山岩

二次加工剥片 H-6 228 女山岩

二次加工剥片 H-6 349 0.59 2.57 奏山岩

=来
"Π

下景IP H-6 2927 女山岩

二次加工剥片 I-4 103 安山岩
二次加工剥片 I-5 2.50 176 2.04 奏山岩

下衆詢阿下昇1貴 I-6 2.89 0.83 1138 麦山岩

二次加工剥片 5,98 安山岩

二次加工剥片 I-6 2.88 280 4,90 奏山岩

I-6 1.60 安 山岩

二次加工剥片 335 055 安山岩

二次加工剥片 3.88 0.53 奏山岩

二次加エヨ1片 I-6 0.25 安 山岩

二次加工剥片 0.52 安山岩

二次加工剥片 I-6 239 奏山岩

二次加工剥片 0.25 安 山岩

二次加工剥片 安山岩

二次加工剥片 070 安山岩

二次加工剥片 063 麦山岩

二次加工剥片 385 秦山岩

二次加工剥片 0.89 安山岩

二次加 工尿J片 049 5.88 安山岩

二次加工剥片 3.09 0.85 安山岩

二次加工剥片 184 147 0.48 1.20 安山岩

二次加工剥片 424 2.55 0.55 7.56 安山岩

二次加工剥片 2.38 安山岩
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